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款 4 衛生費 予 算 現 額 86,872,000 円

項 1 保健衛生費 決 算 額 86,114.435 円

目 1 保健衛生総務費 前年度決算額 78,068,527 円

対 月.、lj 年 比 110.3 % 
I. 事業の目的体系

1. 事 業 名 保健衛生一般管理事業 |コード 01 I 04 I 01 01 02 -

基本目標： 目標 I 健康で元気に暮らせるまち

2. 総合計体画の
基本施策 ： 1 誰もが元気に暮らせる健康づくりを支援する施策 系

施策の展開方向： 一

II. (Do)内部事務の内容

1 誰のために（受益者） 町職員

2 働きかける相手（対象） 1 町職員• 関係機関

どのような状態に
関係機関と連携を函り 、健康増進法、母子保健法、予防接種法等に基づく各種事業を円滑に実

3 施します。
したいのか（意図）

4

評
価
対
象
年
度
に
ど
の
よ
う
な
J

と
を
実
施
し
た
の
か

保健衛生一般管理事業
(1) いきいき東郷21推進協議会

町民の健康づくりと食育推進計画を定めた「いきいき東郷21 C第 2次）」の中間評価を行うため、会議を 3回

開催し、中間評価報告書を作成ました。

(2) 献血活動

町献血推進協議会に補助金を交付しました。 （献血回数5回、献血者数175人）
(3) 研修や関係機関会議等への参加

ア 地域保健主幹課長研修等

イ 感染症予防対策会議

ウ 在宅医療介護連携推進会議

工 災害対策研修会

オ 管内保健師研修会

カ 市町村保健師協議会研修会

キ精神保健に関する研修会
ク 特定保健指導研修会

ケ データヘルス研修会

コ 健康増進．がん検診研修会

サ 8020推進•歯科対策会議
シ母子保健関係研修会

ス 虐待予防対策研修会• 関係機関会議

セ 発達障がい支援・療育研修会

ソ 母子保健推進会議

夕 新任期保健師研修会

チ 市町村保健行政栄養士会等

ツ 食育推進関係会議

テ 東名古屋保健連絡協議会

卜 救急医療関係会議

ナ 休日急病診療所運営に関する会議

二 いこまい館の管理に係る会議

ヌ その他の会議、研修会

2人

9人

3人
2人

8人
18人
7人
18人
7人

14人
3人

11人
7人
5人

6人

19人
13人
6人
15人
3人
10人
12人
0人

延べ198人

研修等に参加した延べ人数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

指 標 名 人 人 1個別計画による目標値平成 26年度
5 147.00 はありません。

平成 27年度
人 人

活 122.00 

＇ 
指標の説明

平成 28年度
人 I 人

（指標式） 158.00 

平成 29年度
人 I 人

198.00 

6 直接事業費計 i前年度決算額 5,286,944 円 決 算 額 5,185,238 円
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I. 事業の目的体系

1. 事 業 名 医師会・歯科医師会関係事業 Iコード 01 I 04 l 01 I 01 03 -

基本目標 ： 目標 I健康で元気に暮らせるまち

2. 総施合策計体画の系 基本施策 ： 2 安心して医療を受けられる体制をつくる

施策の展開方向 ： (2)地域医療の充実

ll. (Do)内部事務の内容

1 誰のために（受益者） 1町民

2 働きかける相手（対象） 医師会・歯科医師会

どのような状態に
3 

したいのか（意図）

町と医師会及び歯科医師会との連携を図り、保健事業を円滑に実施します。

4

評
価
対
象
年
度
に
ど
の
よ
う
な
J

と
を
実
施
し
た
の
か

医師会・歯科医師会関係事業

町民の健康保持と保健衛生業務を円滑に運営することを目的として、東名古屋東郷町医師会及び愛豊歯科医師会東
郷支部に対し、助成金を交付しました。

また、医師及び歯科医師との連絡調整のため、医師連絡会及び歯科医師連絡会を開催しました。
(1) 医師会（医師24人） 助成額 400,000円

ア 講演会を 1回開催しました。
演題「睡眠のお話～寝る子は育つ• 寝る大人は長生きする～」 （平成29年11月25日実施）
参加人数 94人

イ 医師連絡会 4回開催
(2) 歯科医師会（歯科医師18人） 助成額 292,000円

ア 文化産業まつりで歯科医師会コーナーを設置し、町民に対し歯周病チェック、噛み合わせチェックを行いま
した。
参加人数 342人

イ 歯科医師連絡会 2回開催
ウ 8020・8820運動表彰

8020表彰 56人
8820表彰 9人

医師・歯科医師連絡会の開催回 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値
指 標 名 数

回 回個別計画による目標値
5 平成 26年度

6.00 はありません。

活 平成 27年度
回 回

6.00 
動標指 指標の説明

平成 28年度
回I 回

（指標式） 6.00 

平成 29年度 回I 回
6.00 

6 直接事業費計 1 前年度決算額 946,813 円 決 算 額 976,304 円



―  145  ―

I. 事業の目的体系

1. 事 業 名 I東郷診療所特別会計繰出金寧業 ドo~-FI 01 J 01 04 I -
基本目標： 目標 I 健康で元気に暮らせるまち

2 誓言凡9皇1基本施策： 2 安心して医療を受けられる体制をつくる

施策の展開方向： (2)地域医療の充実

ll. (Do)内部事務の内容

1 誰のために（受益者） I東郷診療所受診者

2 働きかける相手（対象） 1東郷診療所特別会計

東郷診療所特別会計の健全な運営を確保し、診療所事業を円滑に運営します。
どのような状態に

3 
したいのか（意図）

東郷診療所特別会計繰出金事業
東郷診療所及び東郷町訪問看護ステーションに対する財源として、一般会計から東郷診療所特別会計へ2,316,000円

を繰り出しました。

4

評
価
対
象
年
度
に
ど
の
よ
う
な

」とを実施したのか

一般会計繰出金額 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値
指 標 名 円 円 1個別計画による目標値平成 26年度

5 
8,931,000.00 はありません。

円 円
活 平成 27年度 9,693,000.00 

開指標の説明
平成 28年度

円I 円

標 （指標式） 1,994,000.00 

平成 29年度
円I 円

2,316,000.00 

6 直接事業費計 I前年度決算額 1,994,000 円 I決 算 額 2,316,000 円



―  146  ―

款 4 衛生費 予 算 現 額 179,841,800円

項 1 保健衛生費 決 算 額 167,246,609 円

目 2 予防費 前年度決算額 164,943,567 円

対 月ulj 年 比 101.4 % 

I. 事業の目的体系

1 事 業 名 感染症まん延防止亭業 I砂 01 04 I 01 I 02 I 01 -

基本目標： 目標 I 健康で元気に暮らせるまち

2 施総合策計体画の系 基本施策 ： 1 誰もが元気に暮らせる健康づくりを支援する

施策の展開方向： (4)感染症予防の推進

II. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 町民

2 働きかける相手（対象） 予防接種法及び感染症法上の対象者

どのような状態に
感染の恐れがある疾病の発生及びまん延の予防が図られるようにします。

3 
したいのか（意図）

1 感染症予防事業
感染予防対策として、インフルエンザに加え、高病原性鳥インフルエンザやジカ熱の感染予防の周知活動を行い

ました。

4 
水害による床上浸水の被害 1件あり、消毒を 8月14日に実施しました。

評
2 定期予防接種事業

価 感染症の発症を予防するために定期予防接種を行いました。平成26年10月に水痘（水ぽうそう）、高齢者肺炎球

旦
菌、平成28年10月にB型肝炎の予防接種が定期化となりました。

平成26年 4月からは乳幼児予防接種の広域化（県内医療機関で接種できる）、平成28年4月からは高齢者予防接

臣
種の広域化が開始されました。
(1) 不活化ポリオ 21人

に (2) BCG 359人

ど (3) 4種混合 1,450人

の (4) 2種混合 415人

よ (5) 麻しん風しん 814人 (1期 382人 2期 432人）
う (6) 日本脳炎 1,832人
な (7) Hi b感染症 1,432人
._ (8) 小児用肺炎球菌 1,432人
と (9) 子宮頸がん 0人

羹施
(10) 水痘（水ぽうそう） 747人
(11) B型肝炎 1,053人
(12) インフルエンザ 4,815人

し (13) 高齢者肺炎球菌
た

972人 計15,342人（内乳幼児児童広域化1,046件高齢者広域化147件）

の 3 任意予防接種事業
か (1) 高齢者肺炎球菌予防接種事業を平成24年度から開始し、平成26年10月から定期化となりましたが、接種機会を

増やすために、 68-69歳、 73-74歳、 78-79歳、 83-84歳、 88-89歳、 93-94歳、 98-99歳になる人で、呼吸器
等の機能に障害がある人（身体障害者手帳 1級）に任意接種制度を設けましたが、実績はありませんでした。

(2) 風しん対策事業 妊娠を希望する女性（経産婦を含む）で風しんの抗体のない人に風しんワクチン接種費用の
半額助成を実施しました。 助成人数 21人

予防接種延べ人数 年 度 実 績 値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 人 人 個別計画による目標値
平成 26年度 15,634.00 はありません。

活
動 予防接種、任意予防接種の延べ

平成 27年度
人 人

且 人数 14,565.00 

指標の説明 人 人

（指標式）
平成 28年度 15,518.00 

平成 29年度
人 人

15,363.00 

麻しん風しん 1期接種率 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指標 名 ％ ％ 接種率100%を目標とし
平成 26年度 95.80 100.00 ます。成

e 382 C麻しん風しん 1期接種者）
平成 27年度

％ ％ 

-:-406 (対象者） 93.40 100.00 

指標の説明 ％ ％ 

（指標式）
平成 28年度 98.30 100.00 

平成 29年度
％ ％ 

94.10 100.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 114,550,641 円 決 算 額 112.720,594円
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款 4 衛生費 予 算 現 額 179,841,800円

項 1 保健衛生費 決 算 額 167,246,609 円

目 . 2 予防費 前年度決算額 164,943,567 円

対 .即... 年 比 101.4 % 

I. 事業の目的体系

1 事 業 名 成人保健健康診査事業 |コード 01 / 04 / 01 02 02 I -
基本目標： 目標 I 健康で元気に暮らせるまち

2 施総合策計体画の系 基本施策 ： 1 誰もが元気に暮らせる健康づくりを支援する

施策の展開方向： (3)予防対策の充実及び長寿社会に対応した保健体制の確立

ll. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 健康診査等受診者

2 働きかける相手（対象） 健康診査等を職場などで受ける機会のない人、医療機関

どのような状態に
検診及び健康診査に対する受診意識の向上を図ります。

3 
したいのか（意図）

成人保健健康診査事業
各種がん検診、女性特有のがん検診推進事業、肝炎ウィルス検診、結核検診、歯周病検診、骨粗しょう症検診及び

20-39歳の方のための健診を行いました。

4 
また、保健事業年間スケジュールを作成し、保健事業の啓発を行うとともに、平成28年度の保健活動のまとめと評

価を行い「東郷の保健活動」を作成しました。

評
(1) 各種がん検診

価 ア 胃がん 40歳以上 1,582人

塁
イ 大腸がん 40歳以上 2,581人
ウ子宮頸がん 20歳以上 1.133人

年 （妊婦健診と同時に実施した分は母子健康診査事業に記載あり。）

度 工乳がん 40歳以上 966人

に オ肺がん 40歳以上 1,623人

ど 力 前立腺がん 50歳以上 1,089人

の (2) 女性特有のがん検診推進事業

よ ※実績数値は(1)の各種がん検診の数字に含まれます。

う ア子宮頸がん 20歳 37人（対象者414人）
な イ 乳がん 40歳 150人（対象者544人）

(3) 肝炎ウイルス検診 40歳 67人

ー`と (4) 歯周病検診 40・50・60・70歳 121人
を (5) 骨粗しょう症検診 275人

塁 (6) 20-39歳の方のための健診 337人
(7) 結核検診 65歳以上 2,833人（肺がん検診としての実施分は除く。）

し (8) 8020運動表彰 56人
た (9) 8820運動表彰 9人
の
か

がん検診受診者数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 人 人 個別計画による目標値
平成 26年度 7,823.00 はありません。

活
動 胃がん、大腸がん、子宮頸が

平成 27年度
人 人

指 ん、乳がん、肺がん、前立腺が 8,810.00 
標 指標の説明 ん受診者数 人 人

（指標式）
平成 28年度 8,535.00 

平成 29年度
人 人

8,974.00 

胃がん検診受診率 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 ％ ％ 前年度の愛知県内の平
平成 26年度 14.60 16.00 均値を目標値とする。成

雷 40歳以上の胃がん検診受診率
平成 27年度

％ ％ 

15.80 16.10 
標 指標の説明 ％ ％ 

（指標式）
平成 28年度 14.10 16.00 

平成 29年度
％ ％ 

14.70 16.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 42,059,557 円 決 算 額 45,815,276円
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I. 事業の目的体系

1 事業名 成人保健健康教育事業 |コ—ド 01 04 01 1 02 03 -

基本目標 ： 目標 I健康で元気に暮らせるまち
2 総合 計画 の
施策体 系 基本施策 ： 1 誰もが元気に暮らせる健康づくりを支援する

施策の展開方向： (1)一次予防の推進

ll. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 町民

2 働きかける相手（対象） 健康講座等で健康教育を受ける人等、町民 (40歳から64歳までの町民）

どのような状態に
健康的な生活を送ることができるよう健康に関する意識を高め、正しい知識を持つて健康づく

3 りに取り組むことができるようにします。
したいのか（意図）

成人保健健康教育事業
男性のための料理入門、文化産業まつり健康コーナー、新成人健康チェック等を行いました。
(1) 男性のための料理・ウォーキング入門

4 
60歳以上の料理初心者の男性を対象に、料理のいろはと正しい歩き方について指導しました。
1コース (6回）延77人（実人数14人）

評
(2) 文化産業まつり健康コーナー

価 町民を対象に、健康に対する意識の向上を図るために実施しました。

= 
1回 526人

(3) 新成人健康チェック

臣
新成人を対象に、健康に対する意識の向上を図るために実施しました。
1回 76人

に (4) 健康講演会（きらめきエクササイズ）

ど 町民を対象に、健康づくりに取り組むきっかけの場として、体操指導や栄養指導を実施しました。

の 6回 99人

よ (5) とうごう体操普及推進講習会
う とうごう体操を普及推進するため、健康づくりリーダーを始めとするポランティア団体、自治会、老人クラ
な ブ、保育園・幼稚園、児童館等を対象に講習会を実施しました。

また、納涼まつりでとうごう体操を実演し、まつり来場者への普及推進に努めました。

ー`と 55回 2プ. 139人（納涼まつり等のイベント時を除く。）

羹施
(6) ヘルス ロモーション推進事業「あいち健康マイレージ事業」

愛知県と東郷町の協働事業として 6月1日から開始しました。日ごろから主体的に健康づくりに取り組むこと

ができる環境の整備や動0機ポ付イけンをト行iいました。
し 「まいか体」取得推者 (10 達成者） 135人
た (7) とうごう 操 進ボランティア養成講座（とうごう体操健康講座）
の 12回 201人（内 5人が、とうごう体操推進ボランティアとして認定されました。）
か

(1)-(7)合計 81回 3,253人

成人保健健康教育の実施回数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 回 回 個別ぁ計画による目標値
平成 26年度 58.00 は りません。

活， 地区の健康講座（健康づくり地
平成 27年度

回 回

区活動支援事業）を除く成人保 44.00 

指標の説明 健健康教育の実施回数
平成 28年度

回 回

（指標式） 41.00 

平成 29年度
回 回

81.00 

成人保健健康教育の参加者数 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 人 人 前年度実績
平成 26年度 2,442.00 825.00 

成

e 地区の健康講座（健康づくり地 平成 27年度
人 人

区活動支援事業）を除く成人保 1,872.00 2,442.00 

指標の説明 健健康教育の参加者数
平成 28年度

人 人

（指標式） 1,612.00 1,872.00 

平成 29年度
人 人

3,253.00 1,612.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 931,163 円 決 算 額 1,103,127円
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I. 事業の目的体系

1 事業名 成人保健相談・訪問指導事業 |コード 01 1 04 I 01 02 04 I -

基本目標： 目標 I 健康で元気に暮らせるまち
2 総合計画の
施策体系 基本施策： 1 誰もが元気に暮らせる健康づくりを支援する

施策の展開方向： (1)一次予防の推進

Il. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 町民

2 働きかける相手（対象） 相談（訪問）が必要な人

どのような状態に
相談者が心身の健康に関する相談、指導及び助言を受けることができ、家庭における健康管理

3 が促進されるようにします。また、心身機能の低下の防止と健康の保持増進が図られるようにし
したいのか（意図） ます。

成人保健相談・訪問指導事業
(1) 健康相談 3,741人

ア 20-39歳の方のための健診結果説明・相談会 304人

4 
（内、重点健康相談を受けた人数 192人）

イ 特定健診結果説明会 901人

評
ウ みんなの栄養相談（毎週月～金曜日、ただし祝日は除く。） 11人

価 内容 栄養相談、食生活に関する相談、離乳食の相談など

塁
エ からだ• こころの健康相談（毎週月曜日、ただし祝日は除く。） 7人

内容 からだやこころに関する相談

臣
オ 文化産業まつり健康コーナー 2,511人

歯科医師コーナー 内容：噛み合わせチェック

に 瀬戸保健所コーナー 内容：肌年齢チェック、たばこクイズ

ど 薬剤師コーナー 内容：薬分包体験、くすり相談

の 保健師コーナー 内容：健康改善チェック

よ 栄養康士コーナー 内容：食事SATシステム
う 健 づくりリーダー 内容：とうごう体操
な 食生活改善推進員コーナー 内容：健康おやつのレシピ（米粉の蒸しケーキ）紹介

体験コーナー 内容：肌年齢、体組成測定等.... 
と 藤田保健衛生大学コーナー 内容：白衣体験、健康相談
を 力 電話・窓口相談（随時） 7人

塁 (2) 成人訪問指導
精神障害者への訪問指導 0人

し (3) 「こころの体温計」
た 内容：携帯電話やパソコンを利用して、ストレス度や落ち込み度が分かるメンタルチェックシステム
の アクセス数町内 5,391件、町外 3.118件
か

20-39歳の方のための健診結果 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 説明・相談を受けた人数
人 人 個別計画による目標値

平成 26年度 198.00 はありません。
活

＇ 
平成 27年度

人 人
251.00 

指標の説明 人 人

（指標式）
平成 28年度 292.00 

平成 29年度
人 人

304.00 

20-39歳の方のための健診後説 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 明・相談にて、重点健康相談を
人 人 前年度の実績値受けた人数 平成 26年度

成
82.00 59.00 

a 重点とは、高血圧• 高脂血症・
平成 27年度

人 人

糖尿病• 歯周疾患・骨粗しょう 90.00 82.00 

指標の説明 症• 肥満等についての相談・指 人 人

（指標式） 導のことをいいます。
平成 28年度 148.00 90.00 

平成 29年度
人 人

192.00 148.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 907,468 円 決 算 額 795,015円
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I. 事業の目的体系

1 事業名 健康づくり地区活動支援事業 |コード 01 J 04 101 1 02 os -

基本目標 ： 目標 I 健康で元気に暮らせるまち
2 総合計画の
施策 体系 基本施策 ： 1 誰もが元気に暮らせる健康づくりを支援する

施策の展開方向： (2)地域ぐるみの健康づくりの推進

ll. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 町民

2 働きかける相手（対象） 地区における健康づくり活動に関心がある人• 関係機関

どのような状態に
町民一人ひとりが「自分の健康は自分でつくる」という意識を持ち、生涯を通じた健康づくり

3 を主体的に地域で取り組むことができるようにします。
したいのか（意図）

健康づくり地区活動支援事業
健康づくり地区活動支援（児童館、自治会、老人クラブ等からの依頼による健康に関する講座の実施や活動の支

援）を実施しました。

4 
健康づくりリーダーや食生活改善推進員が町民を対象に実施する活動への支援を行いました。
(1) 健康づくり地区活動支援（地区の健康講座） 40回 840人

ヽ
ア 子育てサークル（児童館） 12回 240人
イ 保育園、知的障がい児・者連絡協議会 9回 131人

! 
ウ 自治会、老人クラブ等 13回 319人
工 親と子の生活習慣病予防教室 6回 150人 (75組）

(2) ランチルーム活用事業 7回 200人
ア料理教室 5回 86人

に イ 調康理体感 2回 114人 (57組）

ど (3) 健づくり活動支援 35回 679人

の ア 健康づくりリーダー活動支援（健康体操教室） 12回 344人

よ イ 食生活改善推進員活動支援プ（定例プ会、研修会、勉強会） 19回 282人
う ウ食生活改善推進員ステツ アッ講座 4回 53人
な

―̀ と

羹施
し
た
の
か

健康づくり地区活動支援の実施 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 回数
回 回 個別計画による目標値

平成 26年度 28.00 はありません。
活

＇ 
平成 27年度

回 回
23.00 

指標の説明 回 回

（指標式）
平成 28年度 30.00 

平成 29年度
回 回

40.00 

健康づくり地区活動支援の参加 年 度 実 績 値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 者数
人 人 前年度実績

平成 26年度 556.00 617.00 
成

! 平成 27年度
人 人

446.00 556.00 

指標の説明 人 人

（指標式）
平成 28年度 764.00 446.00 

平成 29年度
人 人

840.00 764.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 290,064 円 決 算 額 329,596円
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I. 事業の目的体系

1 事業名 救急医療対策事業 lコード 01 I 04 I 01 02 06 I -
基本目標： 目標 I 健康で元気に暮らせるまち

2 総合計画の
施策体系 基本施策： 2 安心して医療を受けられる体制をつくる

施策の展開方向： (1)救急医療体制の充実

Il. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 救急医療を必要とする人

2 働きかける相手（対象） 休日急病診療所、救急病院

どのような状態に
早急に医療行為が必要な人が、安心して治療ができるよう医療機関が確保され、その体制が維

3 持できるようにします。
したいのか（意図）

救急医療対策事業
愛知県の救急医療体制が構築されているなか、尾張東部医療圏に属する本町は、第 1次救急医療施設の休日急病診

療所と第2次救急医療施設の尾張東部地域救急医療対策連絡協議会(5市 1町）の救急病院に運営費を支出しまし

4 
た。
(1) 第 1次救急医療施設 日進市休日急病診療所（日進市）

評
平成29年度休日急病診療所利用状況

価 ①凰東郷町 650人 16. 7% 

！ 
日進市 2,030人 52.3% 
長久手市 862人 22.2% 
その他 341人 8.8% 
計 3施,883人

に (2) 第 2次救急医療 設 日進おりど病院（日進市）、旭労災病院（尾張旭市）

ど 平成25年4月から、新たに日進おりど病院と旭労災病院が指定病院に加わりました。また、平成26年 1月か

の ら、それまで第 2次救急医療施設であった陶生病院が、第3次救急医療施設（第2次救急医療機関の後方病院と

よ して脳卒す中、心筋梗塞、頭部損傷その他特殊診療部門（熱傷、小児、中毒等）における重篤救急患者の救命医療

l を担当 る。）に指定されました。

※第 1次救急医療施設とは、救急医療体制下において、傷病の初期及び急性期症状の医療を担当し、第 2次救急し一

と 医療施設への選別機能を持つ医療機関をいう。

羹施
※第 2次救急医療施設とは、第 1次救急医療施設の後方病院として、入院又は緊急手術を要する救急患者の医療

を担当する医療機関をいう。

し
た
の
か

日進市休日急病診療所（東名古 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 屋医師会運営）受診者数
人 人 個別計画による目標値

平成 26年度 3,927.00 はありません。
活

! 平成 27年度
人 人

3,533.00 

指標の説明 人 人

（指標式）
平成 28年度 3,795.00 

平成 29年度
人 人

3,883.00 

日進市休日急病診療所（東名古 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 屋医師会運営）を受診した東郷
人 人 過去3年間の実績値の町民の数 平成 26年度 580.00 569.00 平均成

』 平成 27年度
人 人

594.00 563.00 

指標の説明
平成 28年度

人 人

（指標式） 582.00 575.00 

平成 29年度
人 人

650.00 585.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 6,204,674 円 決 算 額 6,483,001円



―  152  ―

款 4 衛生費 予 算 現 額 56,633,000 円

項 1 保健衛生費 決 算 額 52,106,242 円

目 3 母子保健費 前年度決算額 52,717,895 円

対 ．削~ 年 比 98.8 % 

I. 事業の目的体系

1 事 業 名 母子保健健康診査事業 |コード 01 o4 01 I 03 I 01 -

基本 目 標 ： 目標 I健康で元気に暮らせるまち

2 総施合策計体画の系 基 本施策 ： 1誰もが元気に暮らせる健康づくりを支援する

施策の展開方向： (1)一次予防の推進

Il. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 妊産婦とその夫、乳幼児とその保護者

2 働きかける相手（対象） 妊産婦とその夫、乳幼児とその保護者

どのような状態に
妊婦・乳幼児が健康診査並びに保健指導を受けることができ、健康保持、育児上の不安解消及

3 び母子の疾病予防が図られるようにします。
したいのか（意図）

母子保健健康診査事業
(1) 健康診査の状況

妊産婦及び乳幼児を対象とした健診（妊婦健診、産婦健診、乳児健診、妊産婦歯科健診、 4か月児健診、 1歳

4 
6か月児健診、 2歳児歯科健診、 3歳児健診）を実施しました。
ア妊婦健診 一般 4,434人、子宮頸がん 353人 （内県外・助産所受診延べ254人）

評
イ 産婦健診 229人

価 ウ 乳児健診（県外受診含む。） 619人（内県外受診延べ 35人）

対 工妊産婦歯科健診 116人 ※平成27年度から町指定歯科医院にて個別健診に変更。

i 
オ 4か月児健診 351人（対象者353人、受診率99.4%、要精密検査6人）
力 1歳 6か月児健診 407人（対象者411人、受診率99.0%、要精密検査 1人）
キ 2歳児歯科健診 386人（対象者431人、受診率89.6%、要精密検査0人）

に ク 3歳児健診 425人（対象者428人、受診率99.3%、要精密検査29人）

ど (2) むし歯予防の取り組み

の 県や瀬戸保健所管内の市町と比べ、幼児のむし歯罹患率が高いことを受け、 1歳6か月児健診で集団指導、 2

よ 歳児歯科健診で個別ブラッシング指導、両方の健診で希望者にフッ素塗布を行いました。また、健診において、

i むし歯が多い等口腔衛生状態の悪い児については、デンタルネグレクトの視点をもって歯科衛生士と保健師によ
る訪問指導につなげました。

―̀ 

ア 9歳 6か月児健診のフッ素塗布者数 269人
と イ 2歳児歯科健診のフッ素塗布者数 225人

羹施
ウ歯科衛生士訪問 14人

(3) 健診未受診者対策
受診のない児については、電話で受診勧奨し、受診できない児については家庭訪問か面接で児の所在及び発達

し 確認を行いました。所在の確認ができない児については、こども課に所在不明児童調査の依頼をしました。
た ア 所在不明児窒桐査依頼 1件
の イ 所在不明児童調査結果 海外への出国を確認 1件
か (4) 健診での他機関との協働

ア 2歳児歯科健診では、ブックスタートの取り組みとして、図書館職員と読み聞かせボランティアによる絵本
の読み聞かせを実施し、親子で絵本に触れ合う機会となりました。

イ 3歳児健診では、待ち時間に折り紙ボランティアによる工作を実施し、遊びを通じて親が子へ関わる機会を
作りました。

健診受診者数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 人 人 個別ぁ計画による目標値平成 26年度 7,498.00 はりません。
活
動 妊婦健診、産婦健診、乳児健

平成 27年度
人 人

且 診、妊産婦歯科健診、 4か月児 7,734.00 

指標の説明 健診、 1歳6か月児健診、 2歳 人 人

（指標式） 児歯科健診、 3歳児健診の合計 平成 28年度 7,668.00 

受診者数
平成 29年度

人 人
7,320.00 

1歳6か月児健診受診率 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 ％ ％ いきいき東郷21計画の
平成 26年度 95.00 100.00 目標値100%を目標とし成

! 
健診受診者＋健診対象者

平成 27年度
％ ％ た。

96.90 100.00 

指標の説明 ％ ％ 

（指標式）
平成 28年度 99.10 100.00 

平成 29年度
％ ％ 

99.00 100.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 49,012,799 円 決 算 額 46,693,915円
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I. 事業の目的体系

1 事業名 母子保健教育事業 |コート・l01 1 04 I 01 03 02 I -
基 本 目 標 ： 目標 I 健康で元気に暮らせるまち

2 総合計体画の
施策 系 基本施策： 1 誰もが元気に暮らせる健康づくりを支援する

施策の展開方向： (1)一次予防の推進

II. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 妊産婦とその夫、乳幼児とその保護者

2 働きかける相手（対象） 妊産婦とその夫、乳幼児とその保護者

どのような状態に
子育てクラブ、離乳食教室、パパママ教育等の保健教育について、乳幼児及び保護者の健康が

3 保持され、子育てに関する正しい知識の習得や仲間づくりの機会を設けます。
したいのか（意図）

母子保健教育事業
健康づくりセンターを拠点に下記の教室を実施しました。
(1) 子育てクラブ

4 
ア 内容 赤ちゃん体操や離乳食の講話を行い、参加者同士の仲間づくりの支援を行いました。
イ 実施回数 6回

評
ウ実績 3-6か月児 実人数62人（延べ人数70人）

I 
(2) 離乳食容教室

ア 内 離乳食の調理と講演を行い、離乳食の基本の習得を目的に行い、参加者が安全に謂理できるよう別室
で有償ポランティアによる乳児の託児を行いました。

イ講師管理栄養士保健師
ウ実施 回 数 初 期6回、中～後期6回

に 工実績 参加者数初期 (3-6か月児の親） 77人（そのうち、託児利用者 51人）、中～後期 (7-10か月

ど 児の親） 55人（そのうち、託児利用者 50人）

の (3) パパママ教室

よ ア 内容 妊娠、出産、子育てに関する講話や父親の育児参加意識を高めるために、妊婦体験や沐浴体験を実施
う しました。夫婦で参加しやすいよう土曜日や日曜日に開催しました。
な イ講師保健師助産師管理栄養士
.... ウ実 施 回 数 12回
と 工実 績母親延べ参加者数 93人父親延べ参加者数 88人参加実組数 69組

羹施
(4) なかよし教室
ア内容 ことばの遅れ等のある児童と保護者に、遊びを通した子どもとの関わり方の相談を実施しました。子

どもの発達状況を父親が理解する機会として父親参観日を日曜日に年3回開催しました。
し イ講師 臨 床 心 理 士 ミュージックケアトレーナー等
た ウ実 施 回 数 24回
の 工実績実人数（児） 87人、延べ人数（児） 351人
か (5) 双子交流会

ア 双子を育児している保護者の交流のため、実施しました。双子を妊娠した妊婦にも教室の案内をし、妊娠期
からの参加を促しました。

イ 実施回数 6回
ウ実 績 実9組延べ31組妊婦参加実人数0人

なかよし教室参加人数（実人 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 数）
人 人 個別計画による目標値

平成 26年度 112.00 はありません。
活

! 平成 27年度
人 人

90.00 

指標の説明 人 人

（指標式）
平成 28年度 91.00 

平成 29年度
人 人

87.00 

1歳 6か月児健診時、親・家庭 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 の要因で継続支援等が必要と判
％ ％ 1歳 6か月児健診にお断されなかった人の割合 平成 26年度 95.00 100.00 いて「親・家庭の要因成

! 
9歳6か月児健診時、親・家庭

平成 27年度
％ ％ で継続支援等が必要」

の要因で継続支援等が必要と判 97.80 100.00 と判断された人がいな

指標の説明 断されなかった人-:-1歳6か月 ％ ％ いことを目標としま

（指標式） 児健診受診者X100 平成 28年度 95.50 100.00 す。

平成 29年度
％ ％ 

94.60 100.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 1,189,603 円 決 算 額 1,255,326円
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I. 事業の目的体系

1 事業名 母子保健相談・訪問指導事業 IJート・l01 04 1 01 1 03 I 03 -

基本目標： 目標 I健康で元気に暮らせるまち
2 総合計画の
施 策体系 基本施策： 1 誰もが元気に暮らせる健康づくりを支援する

施策の展開方向： (1)一次予防の推進

Il. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 妊産婦とその夫、乳幼児とその保護者

2 働きかける相手（対象） 妊産婦とその夫、乳幼児とその保護者

どのような状態に
適切な保健指導・育児相談が受けられるようにし、妊産婦・ 乳幼児の健康が保持され、育児上

3 の不安が解消されるようにします。
したいのか（意図）

1 母子偲っ健相談
健康 くりセンターにおいて下記の相談を実施しました。

(1) 赤ちゃん相談・離乳食相談 (1歳未満児対象）、育児相談・栄養相談（就学前児童対象）

4 
ア 内容 保健師・ 管理栄養士による育児相談を実施しました。
イ 実施回数 赤ちゃん相談・離乳食相談 12回 育児相談・栄養相談 24回

評
ウ 実績 乳児（実人数 163人、延べ人数 458人）幼児（実人数 62人、延べ人数 256人）栄養相談 117人

価 (2) お誕生日相談歳

1 
ア 内容 1 の誕生日を迎えた児の成長を保護者と確認し、保健指導・相談を実施しました。児童館の職員

による手遊びや絵本の読み聞かせを実施し、児童館等の紹介をしました。

臣
イ 実施回数及び実績 12回 244人（実人数）

(3) ことばの相談

に ア 内容 臨床心理士によることばの発達相談を実施し、保健指導を実施しました。

ど イ 実施回数及び実績 24回 46人（実人数）

の
訪問指導事業よ 2 

う 新生児訪問（未熟児を含む）を始めとする訪問指導を実施しました。
な (1) 新生児訪問 347件 （他市町に依頼6件）

(2) 妊産婦訪問 373件

―̀ と
(3) 乳児・幼児訪問延べ105件（実件数60件）

羹施
(4) 歯科衛生士訪問 14件

※平成27年度から、 9歳6か月児健診を始めとする健診で、口腔環境の改善が必要な児童を発見し、その家庭に
歯科衛生士と保健師が訪問し、ブラッシング指導や食生活改善についての指導を行いました。

し (5) 母子栄養強化事業 0件
た (6) 産後ケア訪問 0件
の ※平成29年度から、生後 5か月未満の家庭に助産師が訪問し、産後の母子の心身のケア、育児サポートを行いま
か した。

3 母子健康包括支援センター開設準備
(1) 支援妊婦の発見・支援カンファレンス 12回／年
(2) 子育て世代包括支援センター連絡会 1回出席

赤ちゃん相談·育児相談• お誕 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 生日相談来所者数（栄養相談は
人 人 個別ぁ計画による目標値除く） 平成 26年度 853.00 は りません。

活

! 平成 27年度
人 人

879.00 

指標の説明 人 人

（指標式）
平成 28年度 926.00 

平成 29年度
人 人

958.00 

新生児家庭訪問実施率 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 ％ ％ 前年度実績の10%増た
平成 26年度 97.30 100.00 だし、平成25年度から成

! 
委託助産師•町保健師・保健所

平成 27年度
％ ％ は100%

保健師による訪問者率 98.20 100.00 

指標の説明 ％ ％ 

（指標式）
平成 28年度 98.20 100.00 

平成 29年度
％ ％ 

98.90 100.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 1,414,868 円 決 算 額 2,572,905円
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I. 事業の目的体系

1 事業名 発達障がい早期総合支援事業 |コード 01 I 04 01 03 04 I -
基本目標： 目標 I 健康で元気に暮らせるまち

2 総合計画の
施策体系 基本施策： 1 誰もが元気に暮らせる健康づくりを支援する

施策の展開方向： (1)一次予防の推進

Il. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 幼児とその保護者、児童、生徒、発達障がい児を支援する人

2 働きかける相手（対象） 幼児とその保護者、児童、生徒、発達障がい児を支援する人

どのような状態に
発達障がい児及び発達障がいの特徴のある児童に対する正しい支援方法を、保護者や支援者が理

3 解し、発達障がい児及び発達障がいの特徴のある児童が生活しやすい環境を整えます。
したいのか（意図）

1 発達検査、発達相談
(1) 4歳児発達相談

ア 内容 臨床心理士による発達検査を実施し、保健指導を実施しました。

4 
イ 実施状況実施回数6回、実人数11人

(2) 5歳児発達相談

評
ア 内容 臨床心理士による発達検査を実施し、必要な児童には、就学に関する保健指導を実施しました。

価
イ 実施状況実施回数6回、実人数11人

旦 2 早期総合支援達体制

年 (1) すくすく発相談 (5歳児スクリーニング）事業

度 発達障がいの早期発見と、保護者及び保育士に対し支援方法の指導を実施するため、すくすく発達相談を町内

に 幼稚園・保育園全園（計10園）で2回ずつ訪問し、実施しました。また、町内保育園・幼稚園（全園）を巡達回

ど し、保護者アンケート等を参考に、発達障がいの特徴のある児童に対し、必要な児童には後日発達検査、発 相

の 談を実施しました。町内保育園・幼稚園で実施 317件 発達検査、発達相談の実施 33件

よ (2) 小学校等巡回相談

う 発達障がい傾向にある児童の支援方法を現場支援者（教員等）と検討しました。
な 実施状況町内小学校 6回（相談児童10件）、町内中学校 2回（相談生徒2件）、
.... ハートフル東郷 1回（相談児童2件）
と (3) 発達障がい早期総合支援障連絡協議会

羹施
発達障がい児及び発達 がいの特徴のある児童に対する支援体制の充実を図るため、協議会委員と協議しまし

た。 2月14日実施
(4) 発達障がい早期総合支援研修会

し 発達障がい傾向のある児童や生徒にかかわる職員（保育士、小中学校の介助員、放課後子ども教室担当者、相
た 談員、保健師等）に対し研修を実施しました。
の 1回目： 「発達障がいの基礎知識と事例を用いた支援方法について」
か 講グ師 愛プ知県総合教育センター奥田優氏 参加者32人

2回目： ルー ワーク「関わりにくい子への支援方法」参加者47人
3回目： 「認めるだけですべてがうまくいく」

講師 KANSAIこども研 究所原坂一郎氏参加者157人

発達検査、発達相談、すくすく 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 発達相談、小学校等巡回相談に
人 人 個別ぁ計画による目標値おける相談児童• 生徒数 平成 26年度 367.00 は りません。

活

開 平成 27年度
人 人

415.00 
標 指標の説明 人 人

（指標式）
平成 28年度 398.00 

平成 29年度
人 人

386.00 

小学校等巡回相談実施回数 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 回 回 小学校等巡回相談を全
平成 26年度 2.00 1.00 小中学校にて実施す成

胄 小学校等巡回相談の実施回数
平成 27年度

回 回 る。
7.00 6.00 

標 指標の説明
平成 28年度

回 回

（指標式） 8.00 9.00 

平成 29年度
回 回

9.00 9.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 1,100,625 円 決 算 額 1,584,096円
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款 4 衛生費 予 算 現 額 139,042,200円

項 1 保健衛生費 決 算 額 134,960.482円

目 4 いこまい館費 前年度決算額 130,952,373円

対 一即 年 比 103.1 % 

I. 事業の目的体系

1 亭 業 名 Iいこまい館管理事業 |コート・I01 04 01 I 04 I 01 -

基本 目標 ： 目標 I 健康で元気に暮らせるまち

2 総施合策計体画の系 基本施策 ： 1 誰もが元気に暮らせる健康づくりを支援する

施策の展開方向： (1)一次予防の推進

II. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 施設利用者

2 働きかける相手（対象） 指定管理者、施設、施設利用者

どのような状態に

3 したいのか（意図）

いこまい館を利用する人が安心で快適に利用できるようにします。

いこまい館管理事業
(1) いこまい館施設維持管理業務

平成30年度から平成34年度までの指定管理に係る評価及び選定を行い、指定管理者として東郷町施設サービス

4 
株式会社が選定されました。

年間施設利用者数は、有料施設 183,791人、無料施設 32,445人、合計 216,236人でした。

評
ア有料施設 (183, 791人）
(7) トレーニングジム 73,827人

価
（イ） 水中トレーニング室 28, 651人

: ; （り） 介助浴室 238人
（エ） 自主活動スペース (81,075人）

a 多目的室 24,219人

に b 町民ギャラリー 18,449人

ど C 調理室• うンチルーム 3,673人

の d 会議室A 6,518人

よ e 会議室B 11. 204人
う f 和室 (3室） 10,086人
な g 音楽練習室 4,060人

h 指導会議室 (2室） 2,866人

―̀ と
イ 無料施設 (32,445人）

羹施
(7) 町民活動センター 6,066人
（イ） おもちゃルーム 26,379人
（り） 無料町民ギャラリー 78日間 X (8団体）※利用日数のみ

し (2) 受水槽緊急遮断弁工事 5. 848. 200円
た 災害時にいこまい館内の生活用水を確保するため、いこまい館屋上の受水槽に緊急遮断弁を設置しました。
の
か

管理運営会議の開催数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 回 回 個別計画による目標値
平成 26年度 12.00 はありません。

活

! 
施設設置者である町と指定管理

平成 27年度
回 回

者との管理運営会議 12.00 

指標の説明 回 回

（指標式）
平成 28年度 12.00 

平成 29年度
回 回

12.00 

有料施設の利用人数 年 度 実績値 目 標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 人 人 前年度実績
平成 26年度 174,490.00 171,887.00 

成

e トレーニングルーム、水中ト
平成 27年度

人 人

レーニング室等有料施設の利用 173,286.00 174,490.00 

指標の説明 人数 人 人

（指標式）
平成 28年度 185,101.00 173,286.00 

平成 29年度
人 人

183,791.00 185,101.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 130,952,373 円 決 算 額 134,960.482円
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款 4 衛生費 予 算 現 額 490,529,000 円

項 1 保健衛生費 決 算 額 482,284,774 円

目 5 環境衛生費 前年度決算額 512,345,629 円

対 .即. ・ヽ 年 比 94.1 % 
I. 事業の目的体系

1. 事 業 名 環境衛生一般管理事業 |コード 01 I 04 I 01 05 02 1-
基本目標： 目標W 安全で環境にやさしいうるおいのあるまち

2. 総施合策計体画の系 基本施策 ： 5 人と自然が共生し、うるおいのあるまちをつくる

施策の展開方向：

II. (Do)内部事務の内容

1 誰のために（受益者） I町民、職員

2 働きかける相手（対象） 1職員

環境行政全般を円滑に推進します。
どのような状態に

3 
したいのか（意図）

環境衛生一般事務事業
(1) 愛知県主催の環境基礎研修、災害廃棄物処理計画研修、ごみ再資源化対策先進地視察、東部丘陵生態系ネット

ワーク協議会会議等の研修会や関係機関の会議に参加しました。
(2) 作業服、防寒着、住宅地図、ハチ駆除剤等を購入しました。
(3) 啓発用印刷物を作成し、効果的に啓発できるよう努めました。

評
価
対
象
年
度
に
ど
の
よ
う
な

」とを実施したのか

研修会、協護会等への参加回数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値
指 標 名 回 回個別計画による目標値平成 26年度

5 59.00 はありません。

平成 27年度
回 回

活 42.00 

＇ 
指標の説明

平成 28年度
回I 回

（指標式） 59.00 

平成 29年度 回I 回

44.00 

6 直接事業費計 前年度決算額 1,013,079 円 決 算 額 100,664 円
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I. 事業の目的体系

1 事業名 一般廃棄物対策事業 |コート・I01 04 01 I os 1 03 -

基本目標： 目標W 安全で環境にやさしいうるおいのあるまち
2 総合計画の
施策体系 基本施策： 7 資源を大切にし、環境負荷の少ないまちをつくる

施策の展開方向： (2)ごみ・し尿の適正処理

ll. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 町民、事業者

2 働きかける相手（対象） 町民、事業者、一般廃棄物

どのような状態に
町内から発生する一般廃棄物を、計画的、衛生的かつ効率的に収集・運搬し、適正に処理でき

3 るようにします。また、焼却処理など、処理しなければならないごみの量を抑制するようにしま
したいのか（意図） す。

1 一般廃棄物処理事業
(1) 計画収集等

町内全域で、家庭系ごみは町指定袋により衛生的な収集（可燃ごみは週2回、不燃ごみ月 2回、不燃ごみは平

4 
成29年10月より資源ごみ金属類と資源ごみ陶磁器・ガラスに分類）を行い、事業系ごみは許可業者による収集を
行い、尾三衛生組合等に搬入し、処分しました。粗大ごみは、電話予約により受け付けし、毎週 1回戸別有料方

評
式で収集を行い、尾三衛生組合に搬入し、処分しました。
［年間排出量 （家庭系及び事業系の合計。尾三衛生組合への直接搬入を含む。）］

価
ア可燃ごみ 10,608t (うち計画収集 7, 681t) 

！ イ不燃ごみ 367t (うち計画収集 366t) 
ウ資源ごみ金属類 40t Cうち計画収集 40t) 
工 資源ごみ陶磁器・ガラス 192t (うち計画収集 192t) 

に オ粗 大 ご み 572t Cうち計画収集 66t) 

ど (2) 指定ごみ袋

の ごみ収集のための指定ごみ袋を印刷し指定ごみ袋の販売（ごみ処理手数料の徴収）を販売店に委託しました。
よ 委託店舗数 62店舗
う (3) 犬猫等動物死骸処理
な 公道等において、交通事故等で死亡した犬猫等の死骸処理を行いました。

処理件数 172件し一

と (4) きれいなまちキャンペーンの実施

妥施
環境美化推進員の協力を得て、幹線道路沿いのポイ捨てごみを拾うなどのきれいなまちキャンペーンを年2回

実施しました。
平成29年5月22日 春木台、白土地区

し 平成29年10月11日 和合、諸輪地区
た
の 2 不法投棄監視等事業
か ごみの適正処理推進のため、不法投棄が多い場所を不法投棄重点監視区域として定めるとともに、不法投棄や散

乱ごみに対しての監視パトロール及び回収・運搬等の事業を行いました。
(1) パトロール日数 140日
(2) 不法投棄確認件数 211件
(3) 回収した不法投棄物の重量 9,660kg 

処理しなければならないごみの 年 度 実 績 値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 量
t個別計画による目標値t 

平成 26年度 11,739.00 はありません。
活， 可燃・不燃（資源） ．粗大ごみ

平成 27年度
t t 

の年間排出量（直接搬入を含 11,813.00 

指標の説明 む。） t t 

（指標式）
平成 28年度 11,925.00 

平成 29年度
t t 

11.779.00 

処理しなければならないごみの 年 度 実 績 値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 町民 1人1日当たりの量
g/日 g/日 第 5次総合計画目標値

平成 26年度 757.00 740.00 平成27年 740g/日成

』
可燃・不燃（資源） ．粗大ごみ

平成 27年度
~/日 R/日 平成32年 720g/日

の年間排出量 （直接搬入を含 753.00 740.00 

指標の説明 む。）／年度末人口／年間日数
平成 28年度

g/日 g/日

（指標式） 755.00 720.00 

平成 29年度
g/日 g/日
741.00 720.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 143,353,852 円 決 算 額 139,063,036円
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I. 事業の目的体系

1 事業名 廃棄物減量推進事業 |コート・I01 I 04 I o, 05 04 1 -
基本目標 ： 目標w 安全で環境にやさしいうるおいのあるまち

2 総合計画の
施策体系 基本施策： 7 資源を大切にし、環境負荷の少ないまちをつくる

施策の展開方向： (1) 3Rの推進

ll. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 町民

2 働きかける相手（対象） 町民、廃棄物減量推進員、区・自治会、集団資源回収団体、資源の再生事業者

どのような状態に
ごみの減量化・ 資源化を推進し、限りある資源を将来にわたって有効に活用できるようにしま

3 す。
したいのか（意図）

1 廃棄物減量推進員及び環境美化推進員事業
町内17地区に各2名（合計34名）の推進員を配置①し、ごみの減量の啓発と資②源回収活動の推進、廃棄物の適正処

理の推進等を行いました 推進員の主な職務は、 廃棄物減量に関する啓発、 再生資⑥源の回収活動の推進、③廃

4 
棄物の適正処理の⑦推進、④捨不法投棄等の監視に係る活動、⑤⑧環境保全行事等への参加、 ごみ集積場所の設置等に
関する連絡調整、 ポイ て等禁止条例の周知及び啓発、 きれいなまちキャンペーンの実施があります。

評
2 資源ごみ回収促進事業

価

! 
(1) 資源回収ステーションでの資源回収の推進

常設の資源回収ステーション2か所（北部・中部）で資源の回収に努めました。
ア回収品目 26品目

（新聞、雑ボ誌、段ポール、紙パック、古着び、紙製容器包装、雑がみ、プラスチック製容器包装、

に ペット トル、白色トレイ、蛍光管、 ん、缶、廃食用油、乾電池、スプレー缶、使い捨てラ

ど イター、その他の紙製容器包装、割りばし、ペットボトルのキャップ、インクカートリッジ、

の 水銀入り体温計、小型家電、充電式電池、ボタン電池、バッテリー）
よ イ 回収量 806 t 

l (2) 地区における資源回収の促進
資源の分別収集を実施した区・自治会に対し、月額9,000円の奨励金を交付しました。

.... ア対象品目 2品目（ペットボトル、びん）
と ィ 回収量 27 t 

施羹
(3) 集団資源回収の促進

集団資源回収実施団体に対し、資源回収量に応じ、奨励金を交付しました。
ア団体数 44団体

し イ 対象品目 7品目（新聞、雑誌、段ポール、布類、紙パック、アルミ缶、スチール缶）
た ウ 回収量 1, 013 t 
の (4) 生ごみの減量化
か 生ごみの減量対策として、電動生ごみ処理機、生ごみ処理容器の購入者に補助金を交付しました。

補助実績 電動生ごみ処理機12基、生ごみ処理容器3基

資源回収星 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 t t個別計画による目標値
平成 26年度 2,052.00 はありません。

活

靡
資源回収ステーション、地区資

平成 27年度
t t 

源回収、集団資源回収で回収し 1,994.00 
標 指標の説明 た資源の量 t t 

（指標式）
平成 28年度 1,897.00 

平成 29年度
t t 

1,846.00 

資源回収率 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 ％ ％ 第 5次総合計画目標値
平成 26年度 17.40 20.00 平成27年 20% 成

! 
資源回収量-:-(資源回収量＋処

平成 27年度
％ ％ 平成32年 22% 

理しなければならないごみ量） 14.44 20.00 

指標の説明 X 100 
平成 28年度

％ ％ 

（指標式） 13.72 22.00 

平成 29年度
％ ％ 

15.91 22.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 25,257,459 円 決 算 額 25,112,019円
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I. 事業の目的体系

1 事業名 し尿処理事業 |コート・101 04 01 I 05 I 05 -

基本目標： 目標w安全で環境にやさしいうるおいのあるまち
2 総合計画の
施策体系 基本施策： 7 資源を大切にし、環境負荷の少ないまちをつくる

施策の展開方向： (2)ごみ・し尿の適正処理

Il. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 町民

2 働きかける相手（対象） 町民、日東衛生組合

どのような状態に
生し尿を適正に収集処理することにより、清潔な生活環境を保持するようにします。

3 
したいのか（意図）

し尿処理事業
(1) し尿処理

し尿汲取券で従量制により収集し、処理施設である日東衛生組合に搬入し、処理しました。

4 
年間収集量生し尿収集量 344.23kQ 
参考 浄化槽汚泥収集量 7239.38kQ 

評
(2) し尿汲取券

価 し尿汲取券の販売（し尿処理手数料の徴収）を販売店に委託しました。

: 
臣
に
ど
の
よ
う
な
..... 
と
を

塁
し
た
の
か

生し尿収集量 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 kQ kll 個別計画による目標値
平成 26年度 463.72 はありません。

活

＇ 
平成 27年度

kfl. 紐

429.38 

指標の説明 紐 kQ 

（指標式）
平成 28年度 401.96 

平成 29年度
kQ 双

344.23 

し尿収集量の処理施設搬入割合 年 度 実 績 値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 ％ ％ 収集したし尿の全てを
平成 26年度

成
100.00 100.00 処理施設へ搬入するこ

且果
し尿搬入量＋し尿収集量 X100 

平成 27年度
％ ％ とを目標とします。

100.00 100.00 

指標の説明 ％ ％ 

（指標式）
平成 28年度 100.00 100.00 

平成 29年度
％ ％ 

100.00 100.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 2,324,467 円 決 算 額 2,103,320円
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I. 事業の目的体系

1. 事 業 名 日東衛生組合負担金事業 |コード 01 1 04 I 01 os oa 1 -

基本目標： 目標w安全で環境にやさしいうるおいのあるまち

2. 総施合策計体画の系 基本施策： 7 資源を大切にし、環境負荷の少ないまちをつくる

施策の展開方向： (2) ごみ・し尿の適正処理

II. (Do)内部事務の内容

1 誰のために（受益者） 1町民

2 働きかける相手（対象） 日東衛生組合

どのような状態に
3 

したいのか（意図）

日東衛生組合が健全に運営され、し尿処理事業を円滑に運営します。

日東衛生組合負担金事業
(1) 日東衛生組合（本町及び日進市で構成する一部事務組合）の運営に必要な負担金を支出しました。
(2) 組合議会、正副管理者会議、管内担当課長会議、モニター会議等の会議に出席しました。

4

評
価
対
象
年
度
に
ど
の
よ
う
な

Jとを実施したのか

生し尿、浄化槽汚泥の処理量 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値
指 標 名 （東郷町分）

k2 k2 I個別計画による目標値
5 平成 26年度

8,085.71 はありません。

活 kQ 紐

信
平成 27年度 7,624.25 

指標の説明
平成 28年度

紐 I 紐

標（指標式） 7,682.65 

平成 29年度 紐 I k2 

7,583.61 

6 直接事業費計前年度決算額 65,552,000 円 I決 算 額 64,678,000 円



―  162  ―

I. 事業の目的体系

1 事業名 狂犬病対策事業 |コート・I01 04 I 01 I 05 I 01 -

基本目標： 目標W 安全で環境にやさしいうるおいのあるまち

2 施総合策計体画の系 基本施策 ： 5 人と自然が共生し、うるおいのあるまちをつくる

施策の展開方向： (4)環境衛生対策の推進

Il. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 町民

2 働きかける相手（対象） 犬の所有者、獣医、犬

どのような状態に
狂犬病の発生の予防及びそのまん延を防止・撲滅し、公衆衛生の向上を図るとともに、無登録

3 犬の減少と飼い主のマナーの向上が図られるようにします。
したいのか（意図）

狂犬病対策事業
広報紙による PR、飼い主へのはがきによる予防注射案内の送付を実施するとともに、集合予防注射を12地区にお

いて実施しました。さらに、預託による予防注射を22病院で実施しました。

4 
(1) 犬登録頭数 3,060頭
(2) 注射頭数 2,353頭

評
価

は
臣
に
ど
の
よ
う
な
'-

と

羹施
し
た
の
か

狂犬病予防注射接種頭数 年 度 実 績 値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 頭 頭 個別計画による目標値
平成 26年度 2,518.00 はありません。

活

! 平成 27年度
頭 頭

2.464.00 

指標の説明 頭 頭

（指標式）
平成 28年度 2.455.00 

平成 29年度
頭 頭

2,353.00 

狂犬病予防注射接種率 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 ％ ％ 前年度実績値を目標値
平成 26年度

成
79.25 78.46 とします。

』
狂犬病予防注射接種頭数十登録

平成 27年度
％ ％ 

犬数 X100 78.60 79.25 

指標の説明 ％ ％ 

（指標式）
平成 28年度 79.24 78.60 

平成 29年度
％ ％ 

76.90 79.24 

7 直接事業費計 前年度決算額 1,001,967 円 決 算 額 810,629円
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I. 事業の目的体系

1. 事 業 名 尾三衛生組合負担金事業 |コ—ド 01 1 04 I 01 os oa 1 -

基本目標： 目標IV安全で環境にやさしいうるおいのあるまち

2. 施総合策計体画の系 基本施策： 7 資源を大切にし、環境負荷の少ないまちをつくる

施策の展開方向： (2)ごみ・し尿の適正処理

II. (Do)内部事務の内容

1誰のために（受益者） 町民

2 働きかける相手（対象） 1尾三衛生組合

どのような状態に
3 

尾三衛生組合が健全に運営され、ごみ処理事業を円滑に運営します。

したいのか（意図）

尾三衛生組合負担金事業
(1) 尾三衛生組合（本町、日進市及びみよし市で構成する一部事務組合）の運営に必要な負担金を支出しました。
(2) 組合議会、正副管理者会議、管内担当課長会議、管内担当者会議、モニター会議、循環型社会形成推進協議会

41 等の会議に出席しました。

［ 

Jとを実施したのか

尾三衛生組合へのごみ搬入量 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値
指 標 名 （東郷町分）

t ti個別計画による目標値
5 平成 26年度

11,885.00 はありません。

活 可燃、不燃、粗大及び資源（び t t 

動指 指標の説明
ん・電池・蛍光管）の搬入量

平成 27年度 11,958.00 

※H28年度より缶の搬入なし
平成 28年度

ti t 
標（指標式） 12,040.39 

平成 29年度 ti t 
11,788.26 

6 直接事業費計前年度決算額 235,078,000 円 決 算 額 210,268,000 円



―  164  ―

I. 事業の目的体系

1 事業名 環境保全事業 |コート・I01 04 01 I os 09 -

基本目標 ： 目標W 安全で環境にやさしいうるおいのあるまち

2 施総合策計体画の系 基 本施策 ： 5 人と自然が共生し、うるおいのあるまちをつくる

施策の展開方向： (2)環境学習の推進

ll. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 町民

2 働きかける相手（対象） 自然・環境に関心のある町民

どのような状態に
緑豊かな東郷町らしさを守り、自然環境の大切さを感じることが出来るように地域の環境保全

3 を図り、幼少期から環境に対する学習の機会を提供することで、町民自らが地域に愛着を持てる
したいのか（意図） ような自然環境が築かれるようにします。

1 環境保全事業
ホタル生息地の調査及びホームページでの公表

(1) 調査回数 1回

4 
(2) 調査場所町内19か所

評
2 環境学習推進事業

価
環境美化と保全、ごみの減量、リサイクル等を通して、子どもたちが環境や自然について楽しみながら学習でき

！ 
るイベントとして、エコキャンペーン「こどもエコばんぱ(in東郷」 2017を開催しました。
(1) 開催日 9月24日（日）
(2) 場所 イーストプラザいこまい館芝生広場
(3) 参加者約2,200人

に
環境学習講座（小学生向け）ど 3 

の (1) 開催日 8月18日（金）
よ (2) 場所中部児童館

i (3) 参加者 34名

'-

と

羹施
し
た
の
か

事業開催数 年 度 実 績 値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 回 回 個別ぁ計画による目標値
平成 26年度 2.00 はりません。

活

＇ 
ホタル生息地調査及びこどもエ

平成 27年度
回 回

コばんぱくの開催回数 2.00 

指標の説明 回 回
（指標式）

平成 28年度 2.00 

平成 29年度
回 回

2.00 

環境保全関連事業参加者数 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 人 人 前年度実績
平成 26年度 2,000.00 2,200.00 

成

且果
こどもエコばんぱくの参加者数

平成 27年度
人 人

1,800.00 2,000.00 

指標の説明 人 人

（指標式）
平成 28年度 2,100.00 1,800.00 

平成 29年度
人 人

2,200.00 2,100.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 1,081,086 円 決 算 額 1,063,602円
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I. 事業の目的体系

1 事業名 地球温暖化防止活動推進事業 |コード 01 1 04 1 01 os 10 I -

基本目標： 目標lV安全で環境にやさしいうるおいのあるまち

2 総合 計体画の
施策 系 基本施策： 6 地球温暖化の防止や環境にやさしいライフスタイルヘの転換を進める

施策の展開方向： (1)地球温暖化対策の推進

II. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 町民

2 働きかける相手（対象） 一般家庭、事業者及び町職員

どのような状態に
地球温暖化の防止、低炭素社会への転換、資源の有効利用、環境負担の軽減、環境保全等につ

3 したいのか（意図）
いて、住民、事業者、職員が自ら率先して行動できるようにするとともに、環境にやさしいライ
フスタイルヘの転換が図られるようにします。

1 東郷版 ISO推進事業
東郷版 ISOの普及
「東郷版 ISOチャレンジ 10 0」について、広報、ホームページで積極的なPRを行いました。

4 2 レジ袋削減推進事業

評
地球温暖化防止と循環型社会の形成を目的に、 「東郷町におけるレジ袋削減に関する協定」を締結した町内の

スーパー等舗でレジ袋の有料化を行っています。

! 参加店数 5店舗
レジ袋辞退率 92. 19% 

3 東郷町地球温暖化対策設備導入促進費補助事業度
に 地球温暖化対策設備の設置者に対して、設置及び購ガ入に要する費用の一部を補助することにより、エネルギーの

ど 地産地消に対する意識の高揚をとともに、温室効果 スの排出を抑制することで地球温暖化防止の促進を図ること

の を目的として補助金を交付しました。

よ (1) 住宅用太陽光発電施設
う 補助件数 53件
な 補助金額 3,934,000円

(2) 家庭用エネルギー管理システム,._ 

と 補助件数 11件

羹施
補助金額 110. 000円

(3) 家庭用燃料電池システム
補助件数 19件

し 補助金額 950.000円
た (4) 定置用リチウムイオン蓄電システム
の 補助件数 19件
か 補助金額 950,000円

(5) 電気自動車等充給電設備
補助件数 0件
補助金額 0円

東郷版 ISO参加家族数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 件 件 個別計画による目標値
平成 26年度 26.00 はありません。

活

! 平成 27年度
件 件

12.00 

指標の説明 件 件

（指標式）
平成 28年度 17.00 

平成 29年度
件 件

11.00 

東郷版 ISO認定家族数 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 件 件 前年度実績値
平成 26年度 26.00 0.00 

成

e 東郷版 ISOチャレンジ 100 平成 27年度
件 件

においてエコファミリーとして 12.00 26.00 

指標の説明 認定された家族数
平成 28年度

件 件

（指標式） 17.00 12.00 

平成 29年度 件 件

11.00 17.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 5,424,000 円 決 算 額 5,954,000円
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款 4 衛生費 予 算 現 額 4,307,000 円

項 1 保健衛生費 決 算 額 2.432,026 円

目 6 公害対策費 前年度決算額 1,578,333 円

対 .. 月..IJ. 年 比 154.1 % 

I. 事業の目的体系

1 寧 業 名 水質浄化事業 IJ—ド 01 04 01 I 06 01 -

基本 目 標 ： 目標W 安全で環境にやさしいうるおいのあるまち

2 総施合策計体画の系 基本施策 ： 5 人と自然が共生し、うるおいのあるまちをつくる

施策の展開方向： (3)環境保全対策の推進

Il. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 町民

2 働きかける相手（対象） 市街化調整区域の町民、子ども、町民、水質

どのような状態に
河川等の水質を浄化することによって、水環境への負荷の軽減を図ります。

3 
したいのか（意図）

1 合併処理浄化槽推進事業
生活排水による公共用水域の水質汚濁を防止するため、市街化調整区域で単独浄化槽から合併処理浄化槽に付替

えた者に対して補助金を交付しました。 （実績3件、 1,449,000円）

4 2 水質浄化啓発事業

評
(1) 水質検査

価
ア 河川の水質汚濁状況を定期的に把握するため、 11河川等12か所の水質検査を 3回行いました。

対 イ 水環境の保全に努めるため、生活排水路4か所の水質検査を2回行いました。

i 
(2) 生活排水クリーン推進員の委嘱

生活排水による公共水域の水質汚濁の防止と町民の生活環境の保全を図るため、生活排水クリーン推進員 4名
を委嘱し、町民に対し家庭でできる排水浄化について、啓発に努めました。

に (3) 水生生物調査（境川生きものウォッチング）

ど 境川河川敷（交通児童遊園前）において、町内の小学生3-6年生を対象に境川に生息する生物を採取し、そ

の の生物指標により水質階級を決める事業を通して生活排水の浄化推進を啓発しました。
よ ア開 催日 8月5日プ（土）

i イ参加者 13グルー 38名
ウ調査結果 水質階級ill(きたない水）

..... 
と

羹施
し
た
の
か

合併処理浄化槽付替件数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 基 基 個別計画による目標値
平成 26年度 5.00 はありません。

活

! 
単独処理浄化槽から合併処理浄

平成 27年度
基 基

化槽への付替件数 2.00 

指標の説明 基 基

（指標式）
平成 28年度 1.00 

平成 29年度 基 基
3.00 

境川下流（四ツ塚）の水質 (B 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 OD)測定値
mrde mf!IQ 生活排水対策推進計画

平成 26年度 8.10 3.00 に定める目標値（生活成

晶果 水質の汚濁状況を表すBOD
平成 27年度

mil.IQ m,r/Q 環境の保全に関する環

（生物化学的酸素要求量）の測 4.50 3.00 境基準に定める河川類

指標の説明 定値の平均 （年3回測定）
平成 28年度

ml!!.111. m£lll 型BのBOD基準値

（指標式） 3.56 3.00 (3. Omg/Q以下））

平成 29年度 mfl.lQ me:/Q 
4.26 3.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 949,229 円 決 算 額 1,950,026円
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I. 事業の目的体系

1 事業名 公害対策事業 |コート・101 J 04 J 01 06 02 I -
基本目標： 目標W 安全で環境にやさしいうるおいのあるまち

2 総合策計画の
施 体系 基本施策： 5 人と自然が共生し、うるおいのあるまちをつくる

施策の展開方向： (3)環境保全対策の推進

II. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 町民

2 働きかける相手（対象） 事業者、町民、土壌、騒音、振動、悪臭など

どのような状態に
発生した公害が早期に解決され、良好な生活環境が保全されるようにします。また、有害物質

3 による土壌汚染や土砂の流出等による災害の発生が未然に防止されるようにします。
したいのか（意図）

1 公害対策事業
生活環境に悪影響を及ぽす公害を監視し、町民の生活環境を良好に保つとともに、通報に対して直ちに調査し対

処しました。

4 
また、町民に対し環境保全に関する啓発を実施するとともに、近隣市町と積極的に情報交換をしました。

(1) 公害苦情件数 9件（典型7公害等に関するもの）

評
(2) 東郷町土質等規制条例許可申請件数 0件

価
2 騒音対策事業

! (1) 届出の受付
騒音規制法、振動規制法及び県民の生活環境の保全等に関する条例（以下「愛知県条例」といいます。）に基

づく騒音・振動などの届出を受け、監視するとともに、苦情処理を行い快適な生活環境を守りました。

に ア 特定施設の設置届っ出件数 3件

ど イ 愛知県条例に基 く悪臭関係工場等の届出件数 4件

の ウ 特定建設作業実Eに施基届づ出く件届数出
よ (7) 騒音規制法 162件
う （イ） 振動規制法に基づく届出 110件
な （り） 愛知県条例に基づく届出 471件

'- (2) 騒音測定等
と 町内の幹線道路の騒音状況を把握するため、町内 6路線7地点の騒音測定を実施し、町民の健康及び生活環境

羹施
の保全を図りました。

3 環境放射線対策事業
し 福島第 1原子力発電所の事故に伴い、町内の空間放射線量を監視するため測定し、公表しました。
た 定期測定
の 6施設で 2回、空間放射線量を測定し、公表しました。
か 1回目 平成29年 5月2日

2回目 平成29年11月9日

公害苦情処理件数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 件 件 個別ぁ計画による目標値
平成 26年度 22.00 は りません。

活

開 平成 27年度
件 件

10.00 
標 指標の説明 件 件

（指標式）
平成 28年度 9.00 

平成 29年度
件 件

9.00 

苦情解決率 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 ％ ％ 発生した苦情は100%解
平成 26年度

成
100.00 100.00 決を目指します。

雷
（苦情件数ー未解決件数）＋苦情

平成 27年度
％ ％ 

件数 X100 100.00 100.00 
標 指標の説明

平成 28年度
％ ％ 

（指標式） 100.00 100.00 

平成 29年度
％ ％ 

100.00 100.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 629,104 円 決 算 額 482,000円
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款 5 I労働費 予 算 現 額 17,079,000円

項 1 労働諸費 決 算 額 17,073,000円

目 1 労働諸費 前年度決算額 17,073,000円

対 ＇月贔IJ 年 比 100 % 

I. 事業の目的体系

1 事 業 名 勤労者対策事業 |コード 01 os 01 I 01 01 -

基本 目標 ： 目標V 産業が活性化し、快適でいつまでも住み続けたいまち

2 総施合策計体画の系 基 本施策 ： 2 町の産業を活性化し、新たな産業の誘致・育成を進める

施策の展開方向：

Il. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 勤労者

2 働きかける相手（対象） 勤労者、職員

どのような状態に
勤労者に対して、福祉の増進及び雇用の安定が図られるようにします。

3 
したいのか（意図）

勤労者対策事業
(1) 尾張地域雇用対策連絡会議等の研修会や関係機関の会議へ参加しました。

尾張地域雇用対策連絡会議では、最近の雇用情勢、愛知県の雇用安定対策、尾張地域における公共職業訓練、

4 
尾張県民事務所主要労働行政施策、各市町の労働関係事業等について、質疑や意見交換を行いました。

(2) 社会保険労務士による労働相談を毎月 1回第 2水曜日に実施しました。

評
ア相談実績

価
22件

対 イ相談内容

i 
不当解雇 1件、パワーハラスメント 2件、職場いじめ 1件、労働時間3件、通勤災害 1件、雇用保険3件、

有休4件、育休 1件、年金 2件、その他9件

に
ど
の
よ
う
な

―̀ と

羹施
し
た
の
か

労働相談開催回数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 回 回 個別計画による目標値
平成 26年度 12.00 はありません。

活

i 
平成26年度からの新規事業

平成 27年度
回 回

12.00 

指標の説明 回 回

（指標式）
平成 28年度 12.00 

平成 29年度
回 回

12.00 

労働相談件数 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 件 件 個別計画による目標値
平成 26年度 17.00 はありません。成

』
労働相談開催時において社会保

平成 27年度
件 件

険労務士が相談を受けた件数。 16.00 

指標の説明 件 件

（指標式）
平成 28年度 15.00 

平成 29年度
件 件

22.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 0 円 決 算 額 0円
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I. 事業の目的体系

1 事業名 シルバー人材センター運営事業 |コード 01 I os I 01 01 02 I -
基本目標： 目標II 次代を担う子どもたちの生きる力を育み、交流が活発なまち

2 総施 合 計画の
策体系 基本施策： 2 暮らしを豊かにする生涯学習の機会や場を提供する

施策の展開方向： (2)地域で活躍できる環境づくり

JI. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 高齢者

2 働きかける相手（対象） 公益社団法人東郷町シルバー人材センター

どのような状態に
長年の職業的経験や技能を活かしたいと望む高齢者に働く機会を提供し、高齢者が生きがいの

3 ある高齢生活を享受できるようにします。
したいのか（意図）

シルバー人材センター運営事業
(1) 公益社団法人東郷町シルバー人材センターの平成29年度事業報告

ア会員数

4 
281人

イ 事務局職員数

評
4名

価
ウ 就業率

対
71. 8% 

i 
工 受託事業収入

98,099,840円
オ派 遣 事 業 支 出

に 8,600,319円

ど 力 シルバー生活応援隊事業実績

の 89件

よ (2) シルバー人材センターに対して運営事業費補助金を交付しました。

う ア補助対象経費
な 給料手当 18,915,362円

臨時雇賃金 1,800,000円'-

と 法定福利費 3,063,100円

羹施
イ 補助金額 17,073,000円

し
た
の
か

受託事業収入 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 千円 千円 公益社団法人東郷町シ
平成 26年度 102,067.00 109,000.00 ルバー人材計センター第

活 3次中期画

冒 就業機会の確保及び提供による
平成 27年度

千円 千円

収入 105,129.00 113,000.00 
標 指標の説明 千円 千円

（指標式）
平成 28年度 107,381.00 118,000.00 

平成 29年度
千円 千円

98,099.00 107,500.00 

会員就業率 年 度 実績値 目 標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 ％ ％ 公益社団法人東郷町シ
平成 26年度 73.90 79.70 ルバー人材センター第成

雷 就業実人数＋会員数
平成 27年度

％ ％ 3次中期計画
76.30 80.60 

標 指標の説明
平成 28年度

％ ％ 

（指標式） 75.60 81.40 

平成 29年度
％ ％ 

71.80 80.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 17,073,000 円 決 算 額 17,073,000円
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款 6 農林水産業費 予 算 現 額 14,630,000円

項 1 農業費 決 算 額 11,094,990 円

目 1 農業委員会費 前年度決算額 10,624,060 円

対 月,..  lj 年 比 104.4 % 
I. 事業の目的体系

1. 事 業 名 農業委員会運営事業 |汀 01 06 01 I 01 02 -

基本目標： 目標V 産業が活性化し、快適でいつまでも住み続けたいまち

2. 総合計体画の 基本施策 ： 1地産地消により農業の活性化を目指す施策 系

施策の展開方向：

ll. (Do)内部事務の内容 ＿ 

1 誰のために（受益者） 1農業者

2 働きかける相手（対象） l農地所有者、農業委員、農地利用最適化推進委員

3 どのような状態に lie~計芯塁霜誓は悶字に図ド応匹喜認霊后塁塁悶:t~~n~t;
したいのか（意図） す。

4
評
価
対
象
年
度
に
ど
の
よ
う
な
J

と
を
実
施
し
た
の
か

農業委員会運営事業
農地の効率的な利用を図るため、農業的土地利用の観点から的確な農業委員会活動を行いました。
(1) 任期満了に伴う農業委員会の任命

農業委員 10名
(2) 新制度への移行に伴う農地利用最適化推進の委嘱

農地利用最適化推進委員 5名
(3) 農業委員会総会開催回数 12回（毎月 1回）
(4) 農地法関係等の届出及び許可等の取扱い件数

~ 3条許可 9件
4条許可 0件

ウ 4条 1項 7号届出 16件
工 5条許可 13件
オ 5条 1項 6号届出 52件

合計 90件
(5) 先進地視察研修

研修先 ：農業生産法人ガデル（大阪府岸和田市）、奈良県生駒市農業委員会

農業委員会の開催回数 年 度 実 績 値 個別計画、指針等による目標値
指 標 名 回 回個別計画による目標値平成 26年度

5 12.00 はありません。

平成 27年度
回 回

活 12.00 

＇ 
指標の説明

平成 28年度
回 I 回

（指標式） 12.00 

平成 29年度
回 I 回

12.00 

6 直接事業費計 I前年度決算額 3,883,078 円 決 算 額 3,688,786 円
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款 6 農林水産業費 予 算 現 額 19,662,000 円

項 1 農業費 決 算 額 18,541,131 円

目 2 農業総務費 前年度決算額 19,298,735 円

対 即.. 年 比 96.1 % 
I. 事業の目的体系

1. 事 業 名 農業総務一般管理事業 |汀 o,I 06 I 01 02 02 i -

基本目標： 目標V 産業が活性化し、快適でいつまでも住み続けたいまち

2. 総合策計画 の 基 本 施 策 ： 1 地産地消により農業の活性化を目指す施 体系

施策の展開方向： , ... 

Il. (Do)内部事務の内容

1 誰のために（受益者） 1農業者、職員

2 働きかける相手（対象）！職員

農業行政全般を円滑に推進できるようにします。
どのような状態に

3 
したいのか（意図）

回3
 

ー等会明説業事理管

回
間

6

中地

等

農

修

議

研

。

会

察

た

班

視

し

策

校

ま

対

学

し

振

農

加

農

う

参

ご
に

議

う

会

会

と

修

修

進
研

推

や

及

研

業

議

普

察

事

会

良

視

務

の

改

会

事

関

業

協

般
機
等
農
会
士

＿
係
議
張
修
営

務
関
会
尾
研
経

総
業

業

農

ア

イ

農

4

評
価
対
象
年
度
に
ど
の
よ
う
な

Jとを実施したのか

会議、研修会等への参加回数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

指 標 名
回 回 1個別計画による目標値平成 26年度

5 26.00 はありません。

平成 27年度
回 回

活 27.00 

＇ 
指標の説明

平成 28年度
回I 回

（指標式） 13.00 

平成 29年度 回I 回

19.00 

6 直接事業費計 I前年度決算額 606,360 円 I決 算 額 43,707 円
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款 6 農林水産業費 予 算 現 額 5,570,000 円

項 1 農業費 決 算 額 4,708,997 円

目 3 農業振興費 前年度決算額 4,881,162 円

対 前 年 比 96.5 % 

I. 事業の目的体系

1 事 業 名 農業振興一般事業 |コ—ド 01 os 01 I 03 t 01 -

基本 目 標 ： 目標V 産業が活性化し、快適でいつまでも住み続けたいまち

2 総施合策計体画の系 基本施策 ： 1 地産地消により農業の活性化を目指す

施策の展開方向： (1)担い手及び新規就農者の育成

II. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 農業者

2 働きかける相手（対象） 農業者、農業関係団体

どのような状態に
各種の農業施策事業を展開し、担い手農家の育成や特産品の開発・普及を進め、農業の活性化

3 が図られるようにします。
したいのか（意図）

農業振興一般事業
東郷町商工会を中心に推進する「愛2ブランド」などの特産品開発事業を支援し、ローゼルのブランド化を推進す

ることで農産物の消費拡大を図り、農業関係団体に対しては、各種補助金を交付し、本町の農業振興のための活動を

4 
支援しました。
(1) 特産品開発事業として、ローゼルの作付面積に応じた補助金144,000円や東郷町商工会が行った特産品

評
開発に係る経費に対する補助金466,000円を交付しました。

(2) 農業団体育成事業として農協の営農組合に対し補助金1,800,000円を交付しました。
価

(3) 農業経営リーダーズ協議会へ補助金26,000円を交付しました。対
象 (4) 農業振興地域内農用地区域を個別案件毎に適切に変更し、農業振興地域整備計画の全体を見直しました。

年 除外 6件 11. 865. OOni 

度 編入 0件 Orri 
に
ど
の
ょ
ぅ
な
._ 

と

羹施
し
た
の
か

農用地区域の除外申請及び編入 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 の件数
件 件 個別計画による目標値

平成 26年度 6.00 はありません。
活
動 平成 27年度

件 件

指 4.00 

標 指標の説明 件 件

（指標式）
平成 28年度 7.00 

平成 29年度
件 件

6.00 

特産品（ローゼル）の作付面積 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 m • rri 過去3年間の平均
平成 26年度 1,960.00 

成

』 平成 27年度
m' rri 

2,000.00 

指標の説明
平成 28年度

m ． rri 

（指標式） 2,000.00 1,973.33 

平成 29年度
m rri 

1,440.00 1,986.67 

7 直接事業費計 前年度決算額 2,979,163 円 決 算 額 2,467,556円
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I . 事業の目的体系

1 事業名 ふるさと農園管理事業 Iコード 01 I 06 1 01 03 02 1 -

基本目標： 目標V 産業が活性化し、快適でいつまでも住み続けたいまち

2 総合策計画の
施 体系 基 本 施 策 ： 5 美しい街並み景観のあるまちをつくる

施策の展開方向： (2)農地の景観保全

II. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） ふるさと農園利用者

2 働きかける相手（対象） ふるさと農園利用者、町民

どのような状態に
町民が農業に対する理解を深める足がかりとして、ふるさと農園について知ってもらい、新た

な利用者を増やすとともに、農園がより使いやすく親しみやすい場所として利用されるようにし
3 したいのか（意図） ます。

ふるさと農園管理事業
農園の貸出し及び農園の維持管理を実施しました。
(1) 区画

4 
かがやの里 52区画 (20而/1区画）年3,000円/1区画 （利用率98.01%) 
かがみだの里 64区画 <2om/1区画）年3,000円/1区画 （利用率8125%) 

評
(2) 維持管理事業

利用者による草刈り、シルバー人材センターに草刈りを委託しました。
価

1回目 5月26日対
象 2回目 11月18日

年 (3) 盗難防止措置として、看板及びセンサーライトを設置しました。

度
に
ど
の
よ
う
な
.... 
と
を

塁
し
た
の
か

ふるさと農圏維持管理事業数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 回数 回数 個別計画による目標値
平成 26年度 2.00 はありません。

活

胃 各農園の草刈、ごみ処理等
平成 27年度

回数 回数

2.00 
標 指標の説明 回数 回数

（指標式）
平成 28年度 2.00 

平成 29年度
回数 回数

2.00 

ふるさと農園利用率 年 度 実績値 目 標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 ％ ％ 全区画の利用
平成 26年度 100.00 100.00 

成

雷 平成 27年度
％ ％ 

100.00 100.00 
標 指標の説明

平成 28年度
％ ％ 

（指標式） 100.00 100.00 

平成 29年度
％ ％ 

88.79 100.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 146,377 円 決 算 額 526,297円
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I. 事業の目的体系

1 事業名 農学校運営事業 |コード 01 06 01 I 03 I 03 I -
基 本目 標： 目標V 産業が活性化し、快適でいつまでも住み続けたいまち

2 総 合計画の
施策体系 基 本施 策： 1地産地消により農業の活性化を目指す

施策の展開方向： (1)担い手及び新規就農者の育成

ll. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 農学校生徒

2 働きかける相手（対象） 農学校生徒、講師

どのような状態に
とうごう農学校を設置し農業の学習、体験の機会を提供して多様な農業の育成を進め、自立し

3 したいのか（意図）
て農業ができるようにします。

農学校運営事業
農業の実践及び農業を体験することにより、農業の重要性を各自が認識することができました。
(1) 参加者数 22名（応募者数 22名）

4 
(2) 期間

ア春夏露地野菜 4月から 7月まで

評
イ 秋冬露地野菜 8月から11月まで

価
(3) 実習及び講座回数

: 実習年 32回
講座年 8回

臣
(4) 栽培作物

ア 春夏 スイカ、カポチャ、キュウリ、ピーマン、ナス、トマト等

に イ秋冬 白菜、大根、キャベッ、小松菜、ブロッコリ、カブ等

ど
の
よ
う
な

―̀ と

羹施
し
た
の
か

実習、講座回数、研修等 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 回 回 個別計画による目標値
平成 26年度 38.00 はありません。

活
動

平成 27年度
回 回

指 40.00 
標 指標の説明 回 回

（指標式）
平成 28年度 44.00 

平成 29年度
回 回

44.00 

農学校受講者数 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 人 人 第5次総合計画による
平成 26年度 20.00 20.00 目標値成

e 農学校の受講者数
平成 27年度

人 人

18.00 20.00 

指標の説明
平成 28年度

人 人

（指標式） 23.00 25.00 

平成 29年度
人 人

22.00 25.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 1,432,702 円 決 算 額 1,715,144円
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I. 事業の目的体系

1 事業名 東郷軽トラ市事業 |コード 01 1 06 I 01 03 04 I -

基本目標： 目標V 産業が活性化し、快適でいつまでも住み続けたいまち
2 総合計画の
施 策 体 系 基本施策： 1 地産地消により農業の活性化を目指す

施策の展開方向： (4)地産地消の推進

II. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 町民

2 働きかける相手（対象） 東郷軽トラ市出店者

どのような状態に
農産物の地産地消を促進し、農業の活性化を図るとともに農業者、商業者及び消費者の相互の

3 交流を深め、賑わいの創出に寄与します。
したいのか（意図）

東郷軽トラ市事業
東郷軽トラ市を開催しました。
開催実績

4 
(1) イーストプラザいこまい館 48回
(2) 県営諸輪住宅 23回

評
合計 71回

価
対

i 
に
ど
の
よ
う
な
..... 
と

施羹
し
た
の
か

東郷軽トラ市開催回数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 回 回 前年度実績
平成 26年度 35.00 33.00 

活

開 1年間の東郷軽トラ市開催回数
平成 27年度

回 回
46.00 35.00 

標 指標の説明 回 回

（指標式）
平成 28年度 48.00 46.00 

平成 29年度
回 回

71.00 48.00 

東郷軽トラ市委員数 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 人 人 前年度実績
平成 26年度 13.00 22.00 

成

i 
東郷軽トラ市委員数

平成 27年度
人 人

12.00 13.00 

指標の説明
平成 28年度

人 人

（指標式） 11.00 12.00 

平成 29年度
人 人

13.00 11.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 322,920 円 決 算 額 0円
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款 6 農林水産業費 予 算 現 額 11,522,000 円

項 1 農業費 決 算 額 9,814.481 円

目 4 地域農政推進費 前年度決算額 7,201,239 円

対 月．．IJ 年 比 136.3 % 

I. 事業の目的体系

1 事 業 名 水田農業構造改革対策事業 |コード 01 oa 01 I 04 01 -

基本目標 ： 目標V 産業が活性化し、快適でいつまでも住み続けたいまち

2 施総合策計体画の系 基本施策 ： 1地産地消により農業の活性化を目指す

施策の展開方向： (1)担い手及び新規就農者の育成

I[. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 農業者

2 働きかける相手（対象） 農業者

どのような状態に
米の需要均衡の回復と価格安定のため、需要に応じた米の計画的生産の徹底と生産調整目標の

3 確実な達成を図るとともに、担い手への支援及び育成を行い、遊休農地対策を図ります。
したいのか（意図）

水田農業構造改革対策事業
需要に応じた作物生産と良好な水田環境の保全を図りながら生産調整目標の達成、水田農業の構造改革を推進し、

消費者の期待に応える取組を支援しました。

4 
(1) 担い手育成事業（土地利用集積助成金）

農業の担いni手xが行う土地利用集積に対して作付け面積に応じて、担い手に助成しました。

評
189,419 1円/rri=189,419円

価 (2) 担い手育成事業（農作業委託費農助成金）

塁
担い手に農作業の委託をした 業者に、委託料金の一部を助成しました。

助成額 1,256,862円

臣
≪実績≫ 耕起 130,931rri (助成単価1.0円/rri)

代掻き 73, 380rri (助成単価1.2円/rri)

に 田植え 120. 013m <助成単価1.1円／／が）

ど 刈取り 274. 547m <助成単価3.3円 ni)
の (3) 遊休農地対策事業（加工用米出荷助成金）

よ 加工用米を出荷した農業者に、主食用米との価格差補てんなどのため助成しました。

う 298俵 X2,000円／俵=596,000円
な (4) 農業次に世代人材投資資金（経営開始型）
..... 新た 就農する人に補助金を交付しました。
と 補助金額 4,875,000円

羹施
<実績≫ 750,000円 X 1回X 1人

750,000円 X2回X2人
1,125,000円 X 1回X 1人

し
た
の
か

利用権設定面積 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 ha ha 東ジ郷町地域水田農担業ビ平成 26年度 67.24 60.00 ョンに権おける い手
活 への利用 設定目標面

I 
東郷町地域水田農業ビジョンに

平成 27年度
ha ha 

積
おける担い手への利用権設定目 70.24 60.00 

指標の説明 標面積（使用貸借を含む。） ha ha 

（指標式）
平成 28年度 77.71 60.00 

平成 29年度
ha ha 

77.86 60.00 

水稲生産調整目標達成農家率 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 ％ ％ 過去3年間の平均
平成 26年度 79.12 81.85 

成

! 
水稲生産農家のうち生産調整目

平成 27年度
％ ％ 

標を達成した農家の割合 80.60 80.63 

指標の説明
平成 28年度

％ ％ 

（指標式） 81.77 80.61 

平成 29年度
％ ％ 

82.22 80.50 

7 直接事業費計 前年度決算額 7,201,239 円 決 算 額 9,814.481円
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款 6 農林水産業費 予 算 現 額 7,412,000 円

項 1 農業費 決 算 額 6,726,962 円

目 5 農地費 前年度決算額 8,059,880 円

対 前 年 比 83.5 % 

I. 事業の目的体系

1 事 業 名 農業用施設維持管理事業 |コート・I01 os 01 I os I 01 I -
基本 目標 ： 目標V 産業が活性化し、快適でいつまでも住み続けたいまち

2 総施合策計体画の系 基本施策 ： 1 地産地消により農業の活性化を目指す

施策の展開方向：

II. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 農業者、町民

2 働きかける相手（対象） 農業用ため池の所有者又は管理者、農業用施設

どのような状態に
町内にある農業用ため池の維持管理を適正に行い、農業用水を安定的に供給するとともに自然

3 したいのか（意図）
災害等を未然に防止できるようにします。

農業用施設維持ぁ管理事業
(1) 町内に る農業用ため池を維持管理するため、 5つの地区が実施した農業用ため池の管理事業（堤体の草刈り

及び除去）に対し補助しました。

4 
ア諸輪地区 8か所 7, 650rri 153, 000円
イ 和合地区 2か所 2. 238ni 44,000円

評
ウ傍示本地区 4か所 6. 831 ni 136. 000円
工祐福寺地区 2か所 3,456ポ 69,000円

価
オ部田地区 2か所 1, 425ni 28.000円

! 合計 18か所 21.6oom 430. ooo円
(2) 県営土地改良事業東郷長池地区防災ダム事業負担金

愛知県が実施する、農業用ため池（長池）の耐震工事に伴う負担金を支払いました。

に 負担金額 3,698,138円

ど
の
よ

i 
し一

と

羹施
し
た
の
か

農業用ため池の管理事業を実施 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 したため池の数
箇所 箇所 個別計画による目標値

平成 26年度 17.00 はありません。
活

＇ 
事業の対象となるため池の数

平成 27年度
箇所 箇所

18.00 

指標の説明 箇所 箇所

（指標式）
平成 28年度 18.00 

平成 29年度
箇所 箇所

18.00 

農業用ため池管理事業実施面積 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 rri rri 前年度実績
平成 26年度 21,115.00 22,765.00 

成

』
草刈り及び除去の面積 平成 27年度

m ， 而
21,600.00 21,115.00 

指標の説明 平成 28年度
rri ポ

（指標式） 21,600.00 21,600.00 

平成 29年度
ポ 而

21,600.00 21,600.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 5,227,690 円 決 算 額 4,544,538円
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I. 事業の目的体系

1 事業名 農業土木事業 |コード 01 _ os l 01 I 05 I 02 -

基本目標 ： 目標V 産業が活性化し、快適でいつまでも住み続けたいまち
2 総合計画の
施策体系 基 本施策 ： 1 地産地消により農業の活性化を目指す

施策の展開方向： •一•

ll. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 農家及び地域住民

2 働きかける相手（対象） 土地改良区域内にある道路、徘水路、農水管

どのような状態に
農地の保全及びその利用の高度化のため、農業基盤を整備することにより生産性の高い農業の

3 したいのか（意図）
育成並びに農業経営の合理化及び効率化を図ります。

農業土木事業
平成29年度の実績はありません。

4 

評
価
対

i 
に
ど
の
よ
う
な
し一

と

羹施
し
た
の
か

土地改良事業実施箇所のうち整 年 度 実 績 値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 備した箇所数
箇所 箇所 個別計画による目標値

平成 26年度 0.00 はありません。
活

＇ 
平成 27年度

箇所 箇所

0.00 

指標の説明
平成 28年度

箇所 箇所

（指標式） 0.00 

平成 29年度
箇所 箇所

0.00 

土地改良事業実施箇所のうち修 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 繕した箇所数
箇所 箇所 過去3年間の平均値

平成 26年度 0.00 0.00 
成

箇所 箇所e 平成 27年度 1.00 0.00 

指標の説明
平成 28年度

箇所 箇所

（指標式） 1.00 1.00 

平成 29年度
箇所 箇所

0.00 1.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 486,000 円 決 算 額 0円
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I. 事業の目的体系

1. 事 業 名 土地改良一般管理事業 |コード 01 1 06 I 01 05 03 I -

基本目標： 目標V 産業が活性化し、快適でいつまでも住み続けたいまち

2. 総施合策計体画の系 基本施策： 1 地産地消により農業の活性化を目指す

施策の展開方向：

Il. (Do)内部事務の内容

1 誰のために（受益者） 農業者

2 働きかける相手（対象） 愛知用水東郷利水組合組合員

どのような状態に
愛知用水を利用する農業団体並びに農業者と密接な連携を保ち、地区間相互の均衡を図り、ま

3 た、農業用施設の維持管理や農業経営の円滑化、合理化及び効率化が図られるようにします。
したいのか（意図）

4

評
価
対
象
年
度
に
ど
の
よ
う
な
J

と
を
実
施
し
た
の
か

土地改良事業一般事務事業
(1) 愛知用水の利用について、各地区間の連絡調整を図るため会議を開催し、維持管理の円滑化や合理化などを図

るため研修会を実施しました。
(2) 東郷利水組合に対し、運営費助成金を交付しました。

東郷利水組合運営事業補助金 217,800円
4月14日 東郷利水組合総会
5月19日 第 1回管理区長会議
7月7日 第 1回研修会（長野県牧尾ダム、味噌川ダム）
-a日

12月8日 第 2回研修会（水資源機構豊川用水総合事業部水源管理所宇連ダム）
3月29日 第 2回管理区長会議

会議、研修会の開催回数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値
指 標 名 回 回 1個別計画による目標値

5 平成 26年度 5.00 はありません。

活 平成 27年度
回 回

5.00 

標動指 指標の説明
平成 28年度

回 回
（指標式） 5.00 

平成 29年度
回 回

5.00 

6 直接事業費計前年度決算額 537,862 円 決 算 額 374,096 円



―  180  ―

I. 事業の目的体系

1. 事 業 名 I愛知用水二期事業建設負担金償還事業 トート・Froo五1I 05 I 04 -

基本目標 ： 目標V 産業が活性化し、快適でいつまでも住み続けたいまち

2. 誓言計体画塁 l基本施策 ： 1 地産地消により農業の活性化を目指す

施策の展開方向 ： 一

ll. (Do)内部事務の内容

1 誰のために（受益者） 1農業者

2 働きかける相手（対象） 水資源機構、愛知用水土地改良区

どのような状態に
3 

したいのか（意図）

農業用水を安定的に供給できようにします。
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評
価
対
象
年
度
に
ど
の
よ
う
な

Jとを実施したのか

償還額 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

指 標 名 円 円個別計画による目標値平成 26年度
5 

1,704,990.00 はありません。

当該年度に償還した建設負担金 円 円
活 元金の額

平成 27年度 1,734,105.00 

＇ 
指標の説明

平成 28年度
円I 円

（指標式） 1,763,718.00 

平成 29年度
円 円

1,793,837.00 

6 直接事業費計 I前年度決算額 1,808,328 円 決 算 額 1,808,328 円
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款 6 農林水産業費 予 算 現 額 2,393,000 円

項 2 林業費 決 算 額 2,016,840 円

目 1 林業振興費 前年度決算額 183,761 円

対 "ll~ り一 年 比 1097.5 % 

I. 事業の目的体系

1 事 業 名 林棠一般管理事業 I J-r 01 06 02 01 01 -

基本 目標： 目標V 産業が活性化し、快適でいつまでも住み続けたいまち

2 施総合策計体画の系 基本施策： 8 安定した水道の供給と下水の的確な処理を進める

施策の展開方向：

Il. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 町民、木曽川流域の住民

2 働きかける相手（対象） 町民、銀河の森 (2.94ha)、伐採届届出者、森林の土地の所有者届届出者

どのような状態に
森林業が担い手不足や高齢化等の状況にある中、人工林を育てることで林業経営の安定化、森

3 したいのか（意図）
林の公益的機能（おいしい水や空気を供給する機能）の促進を図るとともに、町民の森林•林業
に対する理解と協力が促進されるようにします。また、森林の適正な管理状態を維持し、水源の
育成に努めます。

1 林業振興一般事業
(1) 森林法による伐採届の受付件数 7件
(2) 森林法による森林の土地の所有者届の受付件数 3件

4 2 王滝村分収造林事業

評
平成29年度の実施分はありません。次の事業実施予定年度は平成33年度です。

価

i 
度
に
ど
の
よ
う
な
..... 
と
を

塁
し
た
の
か

森林伐採届及び森林の土地の所 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 有者届の受付件数
件 件 個別計画による目標値

平成 26年度 13.00 はありません。
活

開 伐採届の受付件数十森林の土地
平成 27年度

件 件

の所有者届の受付件数 5.00 
標 指標の説明 件 件

（指標式）
平成 28年度 9.00 

平成 29年度
件 件

10.00 

銀河の森植栽面積 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 ha ha 銀河の森植栽延べ面積
平成 26年度 2.94 2.94 

成

』
銀河の森植栽延べ面積

平成 27年度
ha ha 

2.94 2.94 

指標の説明
平成 28年度

ha ha 

（指標式） 2.94 2.94 

平成 29年度 ha ha 
2.94 2.94 

7 直接事業費計 前年度決算額 10,000 円 決 算 額 11,100円
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款 6 農林水産業費 予 算 現 額 2,393,000 円

項 2 林業費 決 算 額 2,016,840 円

目 1 林業振興費 前年度決算額 183,761 円

対 前 年 比 1097.5 % 

I. 事業の目的体系

1 事 業 名 緑化振興事業 |コード 01 06 1 02 01 02 -

基本 目 標 ： 目標V 産業が活性化し、快適でいつまでも住み続けたいまち

2 総施合策計体画の系 基本施策 ： 4 緑豊かなうるおいのあるまちをつくる

施策の展開方向： (2)緑化の推進

II. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 町民

2 働きかける相手（対象） 町民（文化産業まつり参加者、小中学校、自治会）

どのような状態に
地域の緑化推進や一般家庭の緑化促進、町民の緑化に対する意識の向上が図られるようにしま

3 す。
したいのか（意図）

1 緑化振興事業
小・中学校 9校に緑化・育樹に関するポスター及び標語を募集し、応募者496名に参加賞を配布しました。

4 
2 緑化事業
(1) 緑化木配布事業として、文化産業まつりでアベリアの苗木400本を配布しました。

評
(2) 愛知県緑化推進委員会に会費を支出しました。

価
(3) 緑の募金委員会の運営

対 ア 春期緑の募金運動を平成29年4月 1日から 5月31日まで実施しました。

象 募金総額 298,980円

臣
イ 自治会推等16団体業へ花壇整備等の緑化推進事業に対し助成金を交付しました。

(4) 都市緑化 進事 として、民有地の緑化に対し 1件補助金を交付しました。

に (5) 愛知池百年森公園で植樹祭を開催し、 50本の四季桜などを植樹しました。 （平成30年3月18日開催、町内小学

ど 生・親子43組参加）

の
よ
う
な
.__ 

と

羹施
し
た
の
か

緑化木配布本数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 本 本 個別ぁ計画による目標値
平成 26年度 400.00 は りません。

活
動 緑化木配布事業で配布した本数

平成 27年度
本 本

指 400.00 
標 指標の説明 本 本

（指標式）
平成 28年度 400.00 

平成 29年度
本 本

400.00 

町人口100人当たりの募金額 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 円 円 過去 3年間の平均値
平成 26年度 612.00 667.00 

成

! 
募金総額十人口 X100人

平成 27年度
円 円

人口 =43,310人 (H29.5月末時 605.00 653.00 

指標の説明 点） 円 円

（指標式）
平成 28年度 812.00 628.00 

平成 29年度
円 円

690.00 676.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 173,761 円 決 算 額 2,005,740円
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款 7 商工費 予 算 現 額 24,962,380円

項 1 商工費 決 算 額 23.490,992 円

目 1 商工総務費 前年度決算額 12,201,277 円

対 ．即~ 年 比 192.5 % 
I. 事業の目的体系

1. 事 業 名 商工一般管理事業 |コード 01 I 07 I 01 01 02 1-
基本目標： 目標V 産業が活性化し、快適でいつまでも住み続けたいまち

2. 総合 計体画 の
基本施策： 2 町の産業を活性化し、新たな産業の誘致・育成を進める施策 系

施策の展開方向： -・ 

Il. (Do)内部事務の内容

1 誰のために（受益者） 1商工業者、職員

2 働きかける相手（対象） 1職員

どのような状態に
3 

したいのか（意図）

商工行政全般を円滑に推進できるようにします。

商工一般事務事業

地域未来投資促進法説明会、生産性向上特別措置法説明会、市町村観光キャンペーン説明会等の研修及び関係機関
の会議、打合せに参加しました。

4

評
価
対
象
年
度
に
ど
の
よ
う
な

」とを実施したのか

研修会、協議会等への参加回数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

指 標 名
回 回 1個別計画による目標値平成 26年度

5 I 17.00 はありません。

平成 27年度
回 回

活 18.00 

i 指標の説明
平成 28年度

回 I 回
（指標式） 7.00 

平成 29年度 回 I 回

19.00 

6 直接事業費計 前年度決算額 63,080 円 決 算 額 135,038 円
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款 7 商工費 予 算 現 額 115,325,962 円

項 1 商工費 決 算 額 97,439,643 円

目 2 商工業振興費 前年度決算額 81,591,587 円

対 .月..IJ 年 比 119.4 % 

I. 事業の目的体系

1 亭 業 名 文化産業まつり開催事業 |コート・I01 I 01 01 I 02 I 01 -

基本 目 標 ： 目標II 次代を担う子どもたちの生きる力を育み、交流が活発なまち

2 総施合策計体画の系 基本施策 ： 5 地区・世代間の人々の絆を深める交流を推進する

施策の展開方向： (3)町民相互の絆を深める

ll. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 町民、事業者

2 働きかける相手（対象） 来場者

どのような状態に
町民の文化創造、町内の産業振興を図るとともに、賑わいとふれあいの場を創出します。

3 
したいのか（意図）

文化産業まつり開催事業
(1) 開催日時

平成29年11月11日（土）午前10時から午後4時まで

4 
12日（日）午前9時から午後 3時まで

(2) 会場

旦
いこまい館、役場駐車場、役場中庭駐車場、町民会館、総合体育館、JAあいち尾東東郷支店

(3) 来場者数

: 15,000人
(4) 駐車場

年 町民会館西駐車場、町民会館南駐車場、ふれあい広場駐車場、いこまい館東駐車場、東羽根穴駐車場

度 (5) シャトルバス

に 臨物時駐車場から役場までの 3コース

ど (6) 催

の ア本部 64事業

よ 東郷太鼓、小学校金管バンド部、東郷高校吹奏楽部・ダンス部、バトン発表、似顔絵倶楽部、バンド発表、
う ららぽーと紹介コーナー、王滝村観光物産展、消防コーナー、 露店、フリースペース、軽トラ市等
な イ 商工部 45事業

ー`

企業パネル展、スタンプラリー抽選会、食品衛生啓発、法人会、愛2ブランド特産品、青年部軽食、
と 青年部ゲーム、廉売市等

羹施
ウ文化部 40事業

芸能大会、囲碁大会、華道展、書道展、俳句展、陶芸展、古文書展、絵画展、水墨展、写真展、絵手紙展、
呈茶席、文章展、フラワーデザイン、手芸＆和紙、体験コーナー、子ども作品展等

し 工農産部 19事業
た 中学校吹奏楽、 農産物直売、農産物共進会、 うどん、パン・りんご• みかん販売、紙芝居等
の オ福祉部 11事業
か 知障連フリーマーケット、菓子雑貨販売、福祉体験コーナー、バザー等

全事業数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 事業 事業 個別ぁ計画による目標値
平成 26年度 168.00 は りません。

活

＇ 
各部催事の計

平成 27年度
事業 事業

166.00 

指標の説明 事業 事業

（指標式）
平成 28年度 172.00 

平成 29年度
事業 事業

179.00 

来場者数 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 人 人 第5次総合計画による
平成 26年度 12,000.00 19,000.00 目標値成

』
文化産業まつりの来場者数

平成 27年度
人 人

12,000.00 19,000.00 

指標の説明 人 人

（指標式）
平成 28年度 15,000.00 20,000.00 

平成 29年度
人 人

15,000.00 20,000.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 4,336,239 円 決 算 額 4,536,107円
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I. 事業の目的体系

1 事業名 商工関係事業 |コード 01 I 01 I 01 02 02 I -
基本目標： 目標V 産業が活性化し、快適でいつまでも住み続けたいまち

2 総施合策計体画の系 基本施策： 2 町の産業を活性化し、新たな産業の誘致・育成を進める

施策の展開方向：

Il. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 商工業者、東郷町商工会及び町民

2 働きかける相手（対象） 東郷町商工会

どのような状態に
商工業者の経営改善等が行われ、商工業の活性化が図られるようにします。また、東郷町商工

3 会所有の街路灯を良好な状態に保ちます。
したいのか（意図）

1 商工会運営事業
(1) 東郷町商工会から平成29年度の事業報告がありました。

ア一般会員数

4 
617名

イ 事務局職員数

評
9名

月
ウ 商工会加入率

54.1% 

象 工 経営指導員による指導件数

臣
1,339件

オ講習会等参加人数

に 113人

ど 力 金融斡旋件数

の 18件

よ キ特産品出店実績
う 中日クラウンズ（名古屋ゴルフ倶楽部）、文化産業まつり（いこまい館） 、小牧基地航空祭 （小牧基地）、
な ふるさと市（愛・地球博記念公園）

(2) 東郷町商工会に対して運営事業費補助金を交付しました。,.._ 

と ア補助対象経費
を 経営改善普及事業費 45,995,606円

塁 管理費 14,713,828円
イ 補助金額 20,818,000円

し
た 2 商工団体育成事業
の 東郷町商工会に対して街路灯維持管理費補助金を交付しました。
か (1) 修繕件数

36件
(2) 補助対象経費 706,200円
(3) 補助金額 250,000円

経営指導員等による指導件数 年 度 実 績 値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 件 件 個別計画による目標値
平成 26年度 1,565.00 はありません。

活

靡
経営指導員等による巡回指導、

平成 27年度
件 件

窓口指導した件数 1,809.00 
標 指標の説明 件 件

（指標式）
平成 28年度 1,298.00 

平成 29年度
件 件

1,339.00 

一般会員数 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 人 人 東郷町商工会の事業計
平成 26年度

成
636.00 650.00 画書に記載された数値

! 
東郷町商工会に入会している会

平成 27年度
人 人

員数 636.00 650.00 

指標の説明
平成 28年度

人 人

（指標式） 632.00 650.00 

平成 29年度
人 人

617.00 650.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 21,160,000 円 決 算 額 21,068,000円
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I. 事業の目的体系

1 事業名 小規模企業等振興事業 |コード 01 01 01 102 I 03 -

基本目標： 目標V 産業が活性化し、快適でいつまでも住み続けたいまち

2 施総合策計体画の系 基本施策： 2 町の産業を活性化し、新たな産業の誘致・育成を進める

施策の展開方向：

ll. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 小規模企業者

2 働きかける相手（対象） 小規模企業者、金融機関

どのような状態に
金融機関との取引の薄い中小規模の商工業者に対し、事業上必要とする資金の融通を円滑にし

3 ます。
したいのか（意図）

小規模企業等振興事業
(1) 小規模企業等振興資金

ア制度利用件数

4 
26件

イ 貸付総額

評
94,190,000円

(2) サポート資金（セーフティネット）
価

認定件数対

i 
3件

(3) 信用保証料•利子補給補助金
ア 交付件数及び補助対象経費

に (7)小規模企業等振興資金

ど 17件 1.299, 176円

の （イ）サポート資金（セーフティネット）

よ 0 規件 0 円
う （り）小 模事業者経営改善資金
な 3件 273,808円
し一 イ 補助金額
と (7) 小規模企業等振興資金

羹施
771,000円

（イ）サポート資金（セーフティネット）
0円

し （り）小規模事業者経営改善資金
た 163,000円
の
か

信用保証料補助金額 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 円 円 個別ぁ計画による目標値
平成 26年度 1,078,000.00 は りません。

活

＇ 
小規模企業等振興資金及びサ

平成 27年度
円 円

ポート資金（セーフティネッ 1,127,000.00 

指標の説明 ト）の信用保証料補助金 円 円

（指標式）
平成 28年度 639,000.00 

平成 29年度
円 円

771,000.00 

取扱金融機関による貸付金額 年 度 実績値 目 標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 千円 千円 過去3年間実績値の平
平成 26年度 140,540.00 178,830.00 均値成

! 
小規模企棠等振興資金融資制度

平成 27年度
千円 千円

に基づく貸付金額 168,980.00 186,010.00 

指標の説明
平成 28年度

千円 千円

（指標式） 50,300.00 159,783.00 

平成 29年度
千円 千円

94,190.00 119,940.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 50,639,000 円 決 算 額 50,934,000円
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I. 事業の目的体系

1 事業名 企業立地促進事業 |コート・101 1 01 01 02 04 1 -

基本 目 標 ： 目標V 産業が活性化し、快適でいつまでも住み続けたいまち

2 総合計体画の
施策 系 基本 施 策 ： 2 町の産業を活性化し、新たな産業の誘致・育成を進める

施策の展開方向： (2)町内企業の拡張及び新たな産業の誘致・育成

II. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 製造業者

2 働きかける相手（対象） 製造業者

どのような状態に
東郷町都市計画マスタープランの既成市街地ゾーン（工業系）及び新市街地候補ゾーン（工業

3 したいのか（意図）
系）に工場を立地させます。

企業立地促進事業
(1) 愛知県産業立地ガイドブックヘの記事掲載

愛知県産業立地推進協議会が作成する愛知県産業立地ガイドブックヘ本町の案内記事を掲載しました。

4 
(2) 愛知県産業立地推進協議会総会へ参加

6月29日町長及び産業振興課商工担当課長が愛知県産業立地推進協議会総会へ参加しました。

評
(3) 企業訪問 5社

価
開発の意向がある企業や企業立地促進条例の対象となる企業を訪問しました。

旦
(4) 便宜供与

開発の意向がある企業や企業立地促進条例の対象となる企業に対して、事業所の新設等に伴う手続きの助言

年 及び事業所の新設等を行づうために必要な用地確保の協力、その他必要な協力を随時行いました。

度 (5) 企業立地促進条例に基 く奨励金の交付

に ア 工場等増設促進奨励金 1社 1,467,000円

ど イ 敷地提供奨励金 11名 5,431,000円

の
よ
う
な
.... 
と

羹施
し
た
の
か

訪問した企業数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 社 社 個別計画による目標値
平成 26年度 10.00 はありません。

活

I 
開発の意向のある企業や条例の

平成 27年度
社 社

適用となる企業を訪問した数 10.00 

指標の説明 社 社

（指標式）
平成 28年度 4.00 

平成 29年度
社 社

5.00 

新しく誘致できた企業数 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 社 社 第 5次総合計画による
平成 26年度 2.00 3.00 目標値（累計）成

e 企業立地促進条例を適用した企 平成 27年度
社 社

業数（事業数の累計） 2.00 3.00 

指標の説明 社 社

（指標式）
平成 28年度 3.00 6.00 

平成 29年度
社 社

5.00 6.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 1,177,000 円 決 算 額 6,898,000円
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I. 事業の目的体系

1 事業名 道の駅構想推進事業 |コード 01 01 1 01 / 02 I 05 -

基本目標： 目標V 産業が活性化し、快適でいつまでも住み続けたいまち

2 施総合策計体画の系 基本施策 ： 2 町の産業を活性化し、新たな産業の誘致・育成を進める

施策の展開方向：

ll. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 町民、町を訪れる人

2 働きかける相手（対象） 町民、町内主要団体、名古屋国道事務所、愛知県、対話対象者

どのような状態に
人口減少の時代において、町が活力を維持し持続的に発展し続け、将来にわたり勝ち残ること

3 したいのか（意図）
ができるまちをつくることを目指します。

道の駅構想推進事業
本町のさらなる産業の振興や地域の活性化を図り、本町が抱えるまちづくりにおける複数の課題解決に寄与する

ことを目指して、道の駅構想を推進しました。

4 
平成28年度は、道の駅整備に向けた基礎調査を行い、整備の必要性を検討するとともに、そプれらを踏まえて道の駅

のコンセプトや基本方針を取りまとめた検討書を策定しました。平成29年度は、このコンセ ト及び基本方針に基づ

評
き、道の駅の設置位置や導入施設、概算事業費、最適な事業手法などを検討しました。

価
(1) 候補地の決定

: 道の駅の候補路線について、交通量や町内外からのアクセス性、将来を見据えたポテンシャルなどを勘案し、
国道153号としました。この路線から道の駅の整備が可能な候補地を 3か所抽出し、基本方針を踏まえた評価項

年 目を設定し比較検討した結果、候補地を東郷町大字和合字新濁池地内に決定しました。

度 (2) 民間提案公募の実施

に 道の駅を町民や道路利用者にとってより魅力的なものとするため、地域振興施設の内容などについて、民間事

ど 業者からアイデアを公募しました。その中から、優秀提案者3者を対話対象者として選定し、その3者と話し合

の いのような形で対話しながら施設の内容などを検討しました。
よ (3) 地質調査及び測量業務の実施
う 地質調査業務等については、候補地が決定したことから 9月に補正予算を計上し、農作業の閑散期に実施しま
な した。

―̀ と
を
実
施
し
た
の
か

道の駅基本計画策定委託業務に 年 度 実 績 値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 おける業務打合回数
回 回 個別計画による目標値

平成 26年度 はありません。
活

靡
道の駅基本計画の策定に向けた

平成 27年度
回 回

業務打合回数
標 指標の説明 回 回

（指標式）
平成 28年度 9.00 

平成 29年度
回 回

13.00 

東郷町道の駅検討委員会の開催 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 回数
個別計画における目標

平成 26年度
成 値はありません。

a 道の駅整備に向けて開催した検
平成 27年度

討委員会の開催回数

指標の説明
（指標式）

平成 28年度 4.00 

平成 29年度
3.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 4,279,348 円 決 算 額 14,003,536円
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款 8 土木費 予 算 現 額 95,974,000円

項 1 土木管理費 決 算 額 95.413,000円

目 1 土木総務費 前年度決算額 91,964,644円

対 , 月..IJ , 年 比 103.7 % 
I. 事業の目的体系

,. 寧 棠 名 土木行政一般管理事業 |コード 01 I os i 01 01 02 I -

基本目標： 目標V 産業が活性化し、快適でいつまでも住み続けたいまち

2. 総施合策計体画の系 基本施策： 6 安心して通行できる道路網を整備する

施策の展開方向：

II. (Do)内部事務の内容

1 誰のために（受益者） 1町民

2 働きかける相手（対象） 職員、関係団体、町道等

どのような状態に
3 

したいのか（意図）

土木関係事務を適切かつ効率的に処理するとともに、関係団体又は関係機関との連絡調整を行
い、円滑に事務を行います。

4

評
価
対
象
年
度
に
ど
の
よ
う
な
J

と
を
実
施
し
た
の
か

土木一般管理事務事業
(1) 道路等事務関係消耗品及び設計関係の消耗品を購入しました。
(2) 道路照明灯の電気料を支出しました。
(3) 公共用地価格審査会を 6回開催しました。
(4) 土木積算システムの改定業務を委託しました。
(5) 愛知県公共嘱託登記土地家屋調査士協会に公共嘱託登記享務を委託しました。
(6) 雨水貯留タンクの設置費の一部を補助しました。 5件
(7) 各種協議会等の総会又は研修会に参加し、負担金を支出しました。
(8) 道路等用地境界査定、道路等占用許可申請、承認工事許可申請等の審査事務を828件行いました。

ア 境界確認申請 150件
イ 道路占用許可申請 478件
ウ 道路承認工事申請 80件
工 公共用物使用許可申請 53件
オ 公共用物承認工事申請 16件
力 河川占用許可申請 9件
キ 雨水浸水阻害行為許可申請 27件
ク 後退用地に関する事前協議 15件

町道等の境界立会申請、占用及 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値
指 標 名 び承認工事申請の受理件数

件 件個別計画による目標値平成 26年度
5 687.00 はありません。

平成 27年度
件 件

活 680.00 

＇ 
指標の説明

平成 28年度
件I 件

（指標式） 802.00 

平成 29年度 件I 件

828.00 

6 直接事業費計 I前年度決算額 15,530,283 円 I決 算 額 14,703,476 円
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款 8 土木費 予 算 現 額 125.180,000 円

項 2 道路橋りょう費 決 算 額 123,038,225 円

目 1 道路維持費 前年度決算額 114,209,984 円

対 月．．IJ 年 比 107.7 % 

I. 事業の目的体系

1 事 業 名 1道路維持管理事業 |コート・I01 os 02 I 01 I 01 -

基本目標 ： 目標V 産業が活性化し、快適でいつまでも住み続けたいまち

2 総施合策計体画の系 基 本施策 ： 6 安心して通行できる道路網を整備する

施策の展開方向：

I[. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 道路を利用する人

2 働きかける相手（対象） 道路

どのような状態に
道路の機能を適正に維持することにより、車両、歩行者等の通行の円滑化を図ります。

3 
したいのか（意図）

道路維持管理事業
(1) 道路維持管理用消耗品を購入しました。

草刈り機持替刃、草刈鎌等

4 
(2) 道路維 管理用備品を修理しました。

道路パトロールカー、道路維持作業車等

評
(3) 道路台帳補正作業業務を委託し、道路台帳を整備しました。

価
補正 3. 87km、台帳製本 1部 (2冊分）

: (4) 町道愛知池線外12路線の道路施設維持管理業務を委託しました。
除草、芝生刈込、剪定

臣
(5) 道路維持修繕工事、舗装修繕工事及び側溝整備工事を実施しました。

側溝工事 962. 8m 

に 舗装工事 1, 168. 7m 

ど 防草エ 879. 9m 

の (6) 道路補修用資材を購入しました。

よ コンクリート蓋、再生購砕石、常温・ 加熱合材、凍結防止剤等
う (7) 道路維持管理用備品を 入しました。
な タンパ 1台、ブロワー 1台等
し一 (8) 雨水管調査委託業務を委託しました。
と L=2, 200. 4m 

施羹
し
た
の
か

道路施設修繕、整備延長 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 m m 個別計画による目標値
平成 26年度 3,335.00 はありません。

活
動 平成 27年度

m m 
指 2,091.00 
標 指標の説明 m m 

（指標式）
平成 28年度 2,741.00 

平成 29年度
m m 

3,011.40 

工事発注件数 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 件数 件数 過去3年間の平均値
平成 26年度 33.00 34.00 

成

雷 平成 27年度
件数 件数

34.00 33.00 

標 指標の説明 件数 件数

（指標式）
平成 28年度 42.00 31.00 

平成 29年度
件数 件数
38.00 37.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 114,209,984 円 決 算 額 123,038,225円
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款 8 土木費 予 算 現 額 446,982,749円

項 2 道路橋りょう費 決 算 額 326,000,011 円

目 2 道路新設改良費 前年度決算額 126,974,591 円

対 ,,月,、IJ,. 年 比 256.7 % 

I. 事業の目的体系

1 事 業 名 道路新設改良事業 |コード 01 I os i 02 02 01 I -
基本目標： 目標V 産業が活性化し、快適でいつまでも住み続けたいまち

2総合計体画の
施策 系 基本施策： 6 安心して通行できる道路網を整備する

施策の展開方向： (3)暮らしやすい道路の形成

ll. (Do)建設事業の内容

1 誰のために（受益者） 道路を利用する人

2 働きかける相手（対象） 道路

3 どのような状態に
地域の生活道路を整備することにより、通行車両等の通行の円滑化を図ります。

したいのか（意図）

工事・路線名
和合ケ丘•新池線 上針廻間 1号線 上針廻間•千子線

工 事 期 間 平成 28年度～平成 31 年度 平成 29年度～平成 31年度 平成 29年度～平成 31年度

工事延長 L=460. Om 用地取得 用地取得
北工区 L=280.0m 地権者 5名 地権者 5名
南工区 L =180. Om 取得面積 1, 109. 96rri 物件移転補償対象 1名

全体工事 概要 取得面積 308. 29m 
用地取得
地権者 29名
物件移転補償対象 20名

4 
工事延長 用地取得 用地取得

評 北工区 L=258. Om 地権者 3名（残2名） 地権者 5名
価 取得面積 1. 02s. 38m 物件移転補償対象 1名

！ 評価年度の実施内容
用地取得 取得面積 30s. 29m 
地権者 13名（残2名）
物件移転補償対象 15名（残

に 1名）
ど
の
よ

予定全体事 業量う 460.00m 1,109.96 m 308.29 rri 
な [A] 
..... 

評価年度までのと 258.00m 1.02s.Js m 308.29 rri 

施＆ 
事業量[r a] 

事業量の進捗率
56.1 % 92.7% 100% し [La/A] 

た
の 予定全体直接事業費

378,770,146円 68,164,567円 13,046,346円
か [BJ 

評価年度までの 272,562,223円 63,494,687円 13,046,346円
直接事業費 [Lb]

事業費の進捗率
72% 93.1 % 100% 

[ L b/B] 

評価年度の事業量
258.00m 1,028.38ポ 308.29 rn 

[ a ] 

評価年度の
168,226,939円 63,494,687円 13,046,346円

直接事業費[b] 

事業量1単位当たり 652,042円 61,742円 42,318円
直接事業費 [b/a] 

5 直接事業費計 前年度決算額 126,974,591円 I決算額 326,000,011 円
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I. 事業の目的体系

1 享 業 名 道路新設改良事業 |コ—ド 01 os 02 I 02 I 01 I -
基本目標： 目標V 産業が活性化し、快適でいつまでも住み続けたいまち

2 施総合策計体画の系 基本施策 ： 6 安心して通行できる道路網を整備する

施策の展開方向： (3)暮らしやすい道路の形成

II. (Do)建設事業の内容

1 誰のために（受益者） 道路を利用する人

2 働きかける相手（対象） 道路

3 どのような状態に
地域の生活道路を整備することにより、通行車両等の通行の円滑化を図ります。

したいのか（意図）

工事・路線名
清水ヶ根11号線 白土44号線 白土涼松地区計画（道路14

号）

工 事 期 間 平成 28年度～平成 29年度 平成 29年度～平成 31年度 平成 29年度～平成 32年度

工事延長 L=52. 5m 用地取得 用地取得
側溝工 L=52. 5m 地権者 4名 地権者 4名

擁壁工 L =16. Om 取得面積 309. 38rri 物件移転補償対象者 4名

全体工事概要 舗装工 A =177. 1 ni 取得面積 453. 44ni 
公共嘱託委託業務 ー式

工事延長 L=52. 5m 用地取得 擁壁詳細設計業務 ー式
4 側溝工 L=52. 5m 地権者 4名 土地評価等調査業務 ー式

r: 擁壁工 L =16. Om 取得面積 309. 38m 

評価年度の実施内容
舗装工 A =177. 1 ni 用地取得

対 地権者 4名

= 
物件移転補償対象者 4名
取得面積 453.44が

度
に
ど
の 予定全体事業量

52.50m 309.38 rri 69.00m 
よ [A] 
う
な 評価年 度 ま で の

52.50m 309.38 rri O.OOm 
事業 量 [La] '-

と

占施
事業 量 の 進 捗 率

100% 100% 0% 
[Lal A] 

し 予定全体直接事業費
た (B] 5,498,182円 24,768,167円 111,320,000円

の
か 評価年度までの

直接事業費 (Lb]
5,634,262円 24,768,167円 53,047,091円

事業 費 の進捗率
102.5% 100% 47.7% 

[ L b/8] 

評価年度の事業量
52.50m 309.38 ni O.OOm 

[a] 

評価年度の
1,193,302円 24.768,167円 53,Q47,091円

直接事業費[b] 

事業量1単位当たり 22,730円 80,057円 0円
直接事業費 [b/a] 

5 直接事業費計 前年度決算額 126,974,591円 I決算額 326,000,011 円



―  193  ―

I. 事業の目的体系

1 亭 業 名 道路新設改良事業 |コート・¥01 I os I 02 02 01 -

基本目標： 目標V 産業が活性化し、快適でいつまでも住み続けたいまち

2 総施 合計画の
策体 系 基本施策： 6 安心して通行できる道路網を整備する

施策の展開方向： (3)暮らしやすい道路の形成

II. (Do)建設事業の内容

1 誰のために（受益者） 道路を利用する人

2 働きかける相手（対象） 道路

3 どのような状態に
地域の生活道路を整備することにより、通行車両等の通行の円滑化を図ります。

したいのか（意図）

工事・路線名
牛廻間地区計画（道路4号）

工 事 期 間 平成 29年度～平成 29年度 平成 年度～平成 年度 平成 年度～平成 年度

用地取得
地権者 1名
取得面積 20. 8rri 

全体工事概要

用地取得
4 地権者 1名

評
取得面積 20. 8ni 

価 評価年度の実施内容

i 
度
に
ど
の 予定全体事業量

20.80 rri 
よ [A] 

m m 

う
な 評 価 年 度までの

20.BOm 
事 業 量 [ r a] m m .... 

と

羹施
事 業 量 の進捗率

100% ％ ％ 
[Lal A] 

し 予定全体直接事業費
た [BJ 

2,223,479円 円 円

の
か 評 価年度までの

直接事業費 [Lb]
2,223,479円 円 円

事 業 費 の進捗率
100% ％ ％ 

[ L b/B] 

評価年度の事業量
20.80 ni 

[a] 
m m 

評価年度の
2,223,479円 円 円

直接事業費[b] 

事業量1単位当たり 106,898円 円 円
直接事業費 [b/a] 

5 直接事業費計 I前年度決算額 126,974,591円 I決算額 326,000,011 円
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款 I 8 土木費 予 算 現 額 34,669,000 円

項 I 2 道路橋りょう費 決 算 額 34,277,040 円

目 I 3 橋りょう維持費 前年度決算額 35,932,680 円

対 前 年 比 95.4 % 

I. 事業の目的体系

1 事 業 名 橋りょう維持管理事業 |コード 01 I os 02 I 03 I 01 -

基本目標 ： 目標V 産業が活性化し、快適でいつまでも住み続けたいまち

2 総施合策計体画の系 基本施策 ： 6 安心して通行できる道路網を整備する

施策の展開方向：

n. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 橋を利用する人

2 働きかける相手（対象） 橋りょう施設

どのような状態に
橋の機能を適正に維持することにより、安全に通行できる状態を保ちます。

3 
したいのか（意図）

橋りょう維持管理事業
(1) 橋りょう補修工事を実施しました。

1橋（吉田橋）

4 
(2) 橋りょう点検調書作成委託業務を委託しました。

44橋（杉の木橋外43橋）

評
(3) 橋りょう修繕設計委託業務を委託しました。

価
2橋（仲田橋・観音橋）

対
象

臣
に
ど
の
よ
う
な
.... 
と
を

塁
し
た
の
か

業務委託件数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 件 件 個別計画による目標値
平成 26年度 3.00 はありません。

活

靡 平成 27年度
件 件

2.00 
標 指標の説明 件 件

（指標式）
平成 28年度 2.00 

平成 29年度
件 件

2.00 

点検率 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 ％ ％ 5年間 (H26年度から
平成 26年度 15.10 100.00 H30年度まで）での点検成

雷 （当該年度までの点検橋梁数／
平成 27年度

％ ％ 率 (100%)

点検を必要とする橋梁数 (86 15.10 100.00 

標 指標の説明 橋）） X1QQ ％ ％ 

（指標式）
平成 28年度 25.60 100.00 

平成 29年度
％ ％ 

76.70 100.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 35,932,680 円 決 算 額 34,277,040円



―  195  ―

款 8 土木費 予 算 現 額 12,505,000 円

項 2 道路橋りょう費 決 算 額 12,444,400 円

目 4 交通安全対策事業費 前年度決算額 15,851,160 円

対 一即 年 比 78.5 % 

I. 事業の目的体系

1 事 業 名 交通安全施設対策事業 |コート・-01 oa 02 04 I 01 I -

基本目標 ： 目標V 産業が活性化し、快適でいつまでも住み続けたいまち

2 総施合策計体画の系 基本施策 ： 6 安心して通行できる道路網を整備する

施策の展開方向 ：

II. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 道路を利用する人

2 働きかける相手（対象） 道路

どのような状態に
道路を利用する人及び車両の安全を確保し、通行の円滑化を図ります。

3 したいのか（意図）

1 交通安全対策一般事務事業
東郷小学校区で交通安全総点検を実施しました。

4 
2 交通安全施設整備事業
(1) 道路照明灯等の維持修繕業務を実施しました。

評
北山台地下横断道の蛍光灯等交換 11基

価
(2) 交通安全施設工事を実施しました。

旦
ア区画線 6,551. 6m 
イ 防護柵 93.0m 

年 ウ道路反射鏡 6基

度 工道路標識 2か所

に オカラー塗装 73. 9m 

ど
の
よ
う
な
.... 
と

施羹
し
た
の
か

区画線、防護柵等施工延長 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 m m 個別ぁ計画による目標値
平成 26年度 2,280.00 は りません。

活

! 平成 27年度
m m 

2,223.00 

指標の説明 m m 

（指標式）
平成 28年度 1,848.00 

平成 29年度
m m 

6,644.60 

交通安全施設整備箇所数 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 箇所 箇所 過去3年間の平均値
平成 26年度 80.00 71.00 

成

雷 区画線、防護柵、反射鏡等の設
平成 27年度

箇所 箇所

置箇所数（路線・交差点） 54.00 84.00 

標 指標の説明
平成 28年度

箇所 箇所

（指標式） 20.00 91.00 

平成 29年度
箇所 箇所

146.00 52.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 15,851,160 円 決 算 額 12,444,400円
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款 8 土木費 予 算 現 額 49,082,000 円

項 3 河川費 決 算 額 48,718,020 円

目 1 河川維持改修費 前年度決算額 8,631,360 円

対 II• ヽIJ 年 比 564.4 % 

I. 事業の目的体系

1 事 業 名 河川維持管理事業 |コード 01 os I 03 I 01 I 01 -

基本 目 標 ： 目標IV安全で環境にやさしいうるおいのあるまち

2 施総合策計体画の系 基 本施策 ： 3 災害に強いまちをつくる

施策の展開方向： (5)河川の治水機能強化と施設の維持管理

ll. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 周辺の住民

2 働きかける相手（対象） 河川施設

どのような状態に
施設の機能及び景観を良好な状態にします。

3 
したいのか（意図）

河川維持管理事業
河川の除草及び剪定を実施しました。
(1) 春木川

4 
堤防除草 7,911 m'X 2回

99m X 1回

評
護岸除草 3, 585m X 1回
低木剪定エ 145ポX 1回

価
(2) 西の川: 堤防除草 3, 124m X 1回

臣
(3) 小口川

堤防除草 2, 784n, X 2回

に 7,311mxl回

ど 護岸除草 4, 156m X 1回

の
よ
う
な
..... 
と

施羹
し
た
の
か

施設の維持管理作業の延べ面積 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 rri m ' 個別計画による目標値
平成 26年度 46,750.00 はありません。

活
除草、剪定作業 rri rrl 

! 平成 27年度 46,078.00 

指標の説明
平成 28年度

対 ポ

（指標式） 42,912.00 

平成 29年度
m ， ポ

39,810.00 

景観が良好な状態の月数 年 度 実績値 目 標値 目標値の設定方法

6 指 標 名
平成 26年度

月 月 年間月数
6.00 12.00 

成
作業3河川の内、身近な春木川 月 月

情 を対象とした。
平成 27年度 6.00 12.00 

標 指標の説明
平成 28年度

月 月

（指標式） 6.00 12.00 

平成 29年度
月 月

6.00 12.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 5,412,960 円 決 算 額 5,673,240円
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I. 事業の目的体系

1 事 業 名 河川整備事業 I汀 01/ os / 03 01 02 I -
基本目標： 目標V 産業が活性化し、快適でいつまでも住み続けたいまち

2 総合計体画の
施策 系 基本施策： 6 安心して通行できる道路網を整備する

施策の展開方向： (3)暮らしやすい道路の形成

Il. (Do)建設事業の内容

1 誰のために（受益者） 歩行者

2 働きかける相手（対象） 歩道

3 どのような状態に
安全な歩行者空間を確保します。

したいのか（意図）

工事・ 路線名
春木川ウォーキングロード 調整池築造工事

工 事 期 間 平成 22年度～平成 31年度 平成 28年度～平成 30年度 平成 年度～平成 年度

工事延長 L=l, 225m 調整池面積 A=2,382ni 
舗装工 A=l, 977rri 用地取得
車止め設置工 N=31か所 地権者 4名

全体工事概要 転落防止柵設置工L=105m 取得面積 2. 382m 
照明灯設置工 N=6基
案内板設置工 N=4か所

平成29年度の実績はありませ 用地取得
4 ん。 地権者 4名

評
取得面積 2, 382rri 

価 評価年度の実施内容

i 
に
ど
の 予定全体事 業量

1,225.00m 2,382.00 ni 
よ [A] 
う
な 評価年度までの 970.00m o.ooni 

ー`
事業量 [La] 

と

羹施
事業 量 の進捗率

79.2% 0% ％ 
[Lal A] 

し 予定全体直接事業費
32,183,750円 152,668,235円 円た [BJ 

の
か 評価年度までの

16,178,790円 43,044,780円 円
直接事業費 [lb]

事業費の進捗率
50.3% 28.2% ％ 

[ L b/B] 

評価年度の事業量
O.OOm 0.00ポ

[a] 

評価年度の
0円 43,044,780円 円

直接事業費[b] 

事業量1単位当たり 0円 0円 円
直接事業費 [b/a] 

5 直接事業費計 前年度決算額 3,218,400円 決算額 43,044,780円
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款 8 土木費 予 算 現 額 6,300,000 円

項 3 河川費 決 算 額 6,295,320 円

目 2 排水路改修費 前年度決算額 8,197,200 円

対 .月.~IJ . 年 比 76.8 % 

I. 事業の目的体系

1 事 業 名 排水路改修事業 |コード 01 I os I 03 I 02 I 01 -

基本 目 標 ： 目標IV安全で環境にやさしいうるおいのあるまち

2 総施合策計体画の系 基 本施策 ： 3 災害に強いまちをつくる

施策の展開方向： (5)河川の治水機能強化と施設の維持管理

Il. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 町民

2 働きかける相手（対象） 排水路

どのような状態に
施設の老朽化に伴う通水疎外の解消を進めるとともに、新規排水施設の整備により適正な排水

3 機能を確保します。
したいのか（意図）

排水路改修事業
(1) 排水路整備工事を実施しました。

ア 曙 排 水 路 4.0m 

4 
イ 畑尻持水路 9.0m 
ウ池田排水路 80. 5m 

評
(2) 排水路浚渫工事を実施しました。

価
ア 中ノ入排水路 40.0m 

: イ 池田排水路 300. Om 
ウ 四ツ塚排水路 340. Om 

年 工追分排水路 600. Om 

度
に
ど
の
よ
う
な
'-

と
を

塁
し
た
の
か

排水路整備延長 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 m m 個別ぁ計画による目標値
平成 26年度 65.00 は りません。

活

＇ 
平成 27年度

m m 
157.90 

指標の説明 m m 

（指標式）
平成 28年度 187.10 

平成 29年度
m m 

1,373.50 

通水疎外部分の解消箇所 年 度 実 績 値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 箇所 箇所 過去3年間の平均値
平成 26年度 11.00 11.00 

成

! 
排水路浚渫箇所、持水路整備箇

平成 27年度
箇所 箇所

所 9.00 11.00 

指標の説明
平成 28年度

箇所 箇所

（指標式） 11.00 12.00 

平成 29年度
箇所 箇所

7.00 11.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 8,197,200 円 決 算 額 6,295,320円
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款 8 土木費 予 算 現 額 53,279,000 円

項 4 都市計画費 決 算 額 52,782,087 円

目 1 都市計画総務費 前年度決算額 44,995,819 円

対 即... 年 比 117.3 % 
I . 事業の目的体系

1. 事 業 名 都市計画一般管理事業 |コード 01 I os) 04 01 I 02 -

基本目標： 目標V 産業が活性化し、快適でいつまでも住み続けたいまち

2. 総施合策計体画の系 基本施策 ： 3 魅力ある市街地を整備する

施策の展開方向： 一

Il. (Do)内部事務の内容

1 誰のために（受益者） 1町民及び窓ロサービス利用者

2 働きかける相手（対象） 町職員、関係機関、愛知県都市計画協会及び愛知県街路事業促進協議会

どのような状態に
3 

内部事務を適切かつ効率的に処理し、関係課及び関係機関との連絡調整を行い、都市計画事業
を円滑に運営します。

したいのか（意図）

都市計画関係一般事務事業
(1) 地区計画の区域内における行為の届出

審査件数 54件
4 (2) 都市計画基本図のコピー、都市計画図等の販売

件数 611件
評 (3) 愛知県都市計画協会負担金を支出し、都市計画の調査研究に努めました。

対
価 (4) 愛知県街路事業促進協議会負担金を支出し、未整備区間のある都市計画道路整備に関する要望、陳情等を実施

象
しました。

臣

i 

」とを実施したのか

都市計画基本図のコピー及び都 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

指 標 名市計画図売払件数
件 件個別計画による目標値平成 26年度

5 I 595.00 はありません。

平成 27年度
件 件

活 497.00 

靡指標の説明
平成 28年度

件 I 件

標 （指標式） 531.00 

平成 29年度 件 I 件

611.00 

6 直接事業費計 I前年度決算額 107,598 円 決 算 額 148,521 円
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I. 事業の目的体系

1 事業名 都市計画調査決定事業 |コード 01 _ 08 l 04 J 01 03 -

基本目標： 目標V 産業が活性化し、快適でいつまでも住み続けたいまち

2 施' 総 合計画の
策体系 基本施策： 3 魅力ある市街地を整備する

施策の展開方向： (1)秩序あるまちの形成

ll. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 町民及び町内に土地、家屋等を所有する人

2 働きかける相手（対象） 関係機関職員、町都市計画審議会委員、地区まちづくり団体及び町民

どのような状態に
健全で秩序あるまちづくりを目指し、土地利用のあり方や道路・公園の整備等について計画を

3 策定し、町民が安全で暮らしやすいまちづくりを誘導します。
したいのか（意図）

都市計画調査決定事業
(1) 都市計画基礎調査

5年サイクルの 2年目として、町で実施する調査項目として次の2項目を実施しました。

4 
ア建物利用現況
イ 地区別新築状況

評
(2) 東郷セントラル地区の都市計画の変更等

価 ア 変更用等途を地し域たの都変市5計画

: (l) 更
（イ） 高度地区の変更

年 （り） 準防火地域の変更

度 (I) 東郷セントラル地区計画の決定

に イ変更の時期平成29年7月19日

ど ウ手続

の (7) 地区計画の決定の縦覧 平成29年4月6日から同月20日まで
よ （イ） 都市計画の変更等の縦覧 平成29年5月8日から同月22日まで

z （り） 都市計画審議会 平成29年6月8日開催
工関連業務

(1) 用途地域を示す販売用の都市計画図を修正しました。し一

と （イ） 東郷セントラル地区に緑化率の最低限度の制限を新設することに伴い、緑化に取り組むきっかけとなる

羹施
パンフレットを作成し、窓口に配置しました。

(3) 立地適正化計画策定業務
ア 有識者等による検討委員会を開催しました。 （平成29年12月4日、平成30年3月16日計2回）

し イ 東郷町の区域ごとの将来人口の推計と医療施設や商業施設などの都市機能の充実度について調査しました。
た
の
か

会議への出席回数 年 度 実 績 値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 回 回 個別ぁ計画による目標値
平成 26年度 11.00 は りません。

活

開 都市計画関係の会議への出席回
平成 27年度

回 回

数 4.00 
標 指標の説明 回 回

（指標式）
平成 28年度 10.00 

平成 29年度
回 回

9.00 

愛知県都市計画基礎調査委託業 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 務項目数
項目 項目 個別計画による目標値

平成 26年度 2.00 はありません。成

』
愛知県都市計画基礎調査におけ

平成 27年度
項目 項目

る町で実施した調査項目数 0.00 

指標の説明 平成 28年度
項目 項目

（指標式） 2.00 

平成 29年度
項目 項目
2.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 658,375 円 決 算 額 8,889,137円



―  201  ―

I. 事業の目的体系

1 事業名 建築指導事業 lコード 01 1 os I 04 01 04 I -
基本目標： 目標V 産業が活性化し、快適でいつまでも住み続けたいまち

2 総施合策計体画の系 基本 施 策 ： 5 美しい街並み景観のあるまちをつくる

施策の展開方向： (1)住宅地の街並み形成

II. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 町民及び町内に土地、家屋等を所有する人

2 働きかける相手（対象） 宅地造成事業及び住宅等建設事業を施行する人

どのような状態に
秩序ある街づくりを図るとともに、町民の快適な生活環境の確保に努めます。

3 
したいのか（意図）

建築確認関係事業
(1) 都市計画法、宅地造成等規制法、建築基準法等の許認可申請の受付事務

ア 開発行為許可申請 25件

4 
イ 建築物の新築等許可申請 15件
ウ 宅地造成に関する工事の許可申請 9件

評
工 建築計画通知•仮使用検査 4件

価 オ 建設広リサイクル届 104件

対 (2) 屋外告物に関する事務

i 
ア許可申請 15件
イ 違反広告物の簡易除却 28件

(3) 宅地開発、建築事業計画の指導事務

に ア 指導要綱に基づく事前協議の審査事務 19件

ど イ 宅地開発の適正化及び市街化調整区域の土地利用の調整を図るため、開発行為及び土地利用に関する条例を

の 制定しました。

よ {7) 町内の市輪街化調整区域の土地所有者の一部に対し、郵送で制度周知 {496件）

う （イ） 大字諸地内に制度周知用の君板設置 (2基）
な ウ 建築基準法道路の指定状況の問い合わせの際に使用する地図を更新しました。

(4) 建築指導

―̀ と
愛知県尾張建設事務所の担当職員と建築に関する相談、検査等を70件実施しました。

羹施
(5) 空き家対策事務

ア 公益社団法人愛知県宅地建物取引業協会と空家等対策に関する協定を締結（平成29年9月19日）
イ 被相続人居住者家屋等確認書の交付 7件

し ウ 空き家所有者に対する空き家バンク登録の意向調査 (53件）
た
の
か

会議への出席回数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 回 回 個別計画による目標値
平成 26年度 12.00 はありません。

活

＇ 
建築指導事業関係の会議への出

平成 27年度
回 回

席回数 7.00 

指標の説明 回 回

（指標式）
平成 28年度 4.00 

平成 29年度
回 回

9.00 

許認可受付件数 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 件 件 個別計画による目標値
平成 26年度 142.00 はありません。成

! 
許認可申請等の受付処理件数

平成 27年度
件 件

127.00 

指標の説明
平成 28年度

件 件

（指標式） 147.00 

平成 29年度
件 件

191.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 42,186 円 決 算 額 767,575円
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I. 事業の目的体系

1 事業名 耐震化促進事業 |コ—ド 01 oa 04 101 I os -

基本目標： 目標w安全で環境にやさしいうるおいのあるまち

2 総合計体画の
施策 系 基本施策： 3 災害に強いまちをつくる

施策の展開方向： (1)安心できる住宅の整備

Il. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 地域住民

2 働きかける相手（対象） 旧耐震基準の家屋を所有する者

どのような状態に
災害に強い街づくりを図るとともに、町民の安全な生活環境の確保に努めます。

3 
したいのか（意図）

耐震化促進事業
(1) 民間木造住宅耐震診断を無料で24件実施しました。
(2) 民間木造住宅耐震改修費の補助を 3件実施しました。

4 
(3) 東郷町文化産業まつり及び総合防災訓練で、耐震シェルター模型、木造住宅倒壊模型等を展示し、缶バッジを

配布して、耐震診断及び耐震改修を啓発しました。

評
(4) 重点的に耐震化を促進する区域の一つである祐福寺・部田地区の旧耐震基準の木造住宅の所有者に対し、個別

価
に郵送による案内を送付し、同地区に回覧をしました。 (239件）

塁
(5) 出前講座で耐震診断•耐震改修の啓発を行いました。

年
度
に
ど
の
よ
う
な
..... 
と

羹施
し
た
の
か

木造住宅耐震診断の件数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 件 件 過去3年間の実績値の
平成 26年度 11.00 24.00 平均

活

胃 旧耐震基準の民間木造住宅に対
平成 27年度

件 件

し町の無料耐震診断を実施した 19.00 17.00 
標 指標の説明 件数 件 件

（指標式）
平成 28年度 26.00 16.00 

平成 29年度
件 件

24.00 19.00 

木造住宅耐震改修補助の件数 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 件 件 過去3年間の実績値の
平成 26年度 4.00 11.00 平均成

! 
旧耐震基準の民間木造住宅の耐

平成 27年度
件 件

震改修工事に対して補助金を交 8.00 8.00 

指標の説明 付した件数
平成 28年度

件 件

（指標式） 3.00 7.00 

平成 29年度
件 件

3.00 5.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 3,919,500 円 決 算 額 3,829,870円
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款 8 土木費 予 算 現 額 103會123,000 円

項 4 都市計画費 決 算 額 97,927,037 円

目 2 公園緑地費 前年度決算額 93,153,064 円

対 = 即 年 比 105.1 % 

I. 事業の目的体系

1 事 業 名 公園緑地等維持管理事業 |コード 01 1 os 1 04 02 01 I -

基本 目標： 目標V 産業が活性化し、快適でいつまでも住み続けたいまち

2 施総合策計体画の系 基本施策 ： 4 緑豊かなうるおいのあるまちをつくる

施策の展開方向： (1)公園・緑地の新規整備及び既存公園の適正な維持管理

II. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 公園利用者

2 働きかける相手（対象） 公園施設

どのような状態に
公園施設を適正に維持管理することにより、町民に安全で、かつ、快適な憩いの場を提供しま

3 す。
したいのか（意図）

1 都市公園緑地維持管理事業
35か所の都市公園・緑地、 2か所の親水公園、ふれあい広場、 8か所の児童遊園、 9か所のちびっこ広場及び30

か所のその他公園・緑地の維持管理を行いました。

4 
(1) 定期的な維持管理として、除草•樹木剪定作業、園内のゴミ清掃、 トイレ清掃、浄化槽の保守点検、遊具の安

全点検等を行いました。

旦
(2) 電気及び上下水道の使用料、うしばさん公園を始め 5公園の用地借地料箇を支払いました。
(3) 遊具、水のみ場等の公園施設は、老朽した部分又はいたずらによる破損 所などの修繕を行いました。

旦
(4) 交通児童遊園は地元老人クラブ、涼松緑道は愛知豊川用水振興協会、ふれあい広場及び桝池親水公園は指定管

理者により施設の維持管健理康を行いました。

臣
(5) 涼松緑道に複合遊具と 器具を設置しました。
(6) 愛知池の百年森公園に休憩施設としてパーゴラとベンチを設置しました。

に (7) 公園愛護会23団体 （複数の公園で活動する団体があります。 ）に報償金を支払い、 25箇所の公園の愛護活動を

ど 行っていただきました。

の
公園緑地管理一般事務事業よ 2 

う 県が実施する公園緑地行政研究会に 2回参加しました。
な
,__ 

と

羹施
し
た
の
か

維持管理した都市公園、緑地等 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 の面積 (ha)
ha ha 個別計画による目標値

平成 26年度 28.38 はありません。
活

＇ 
都市計画公園・緑地等計85か所

平成 27年度
ha ha 

28.41 

指標の説明 ha ha 

（指標式）
平成 28年度 28.41 

平成 29年度 ha ha 

28.46 

管理公園における苦情要望等の 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 1件当たりの面積 Cm/件）
rri/件 対／件 過去3年間の実績値の平成 26年度 3,888.00 2,731.00 平均値成

』
維持管理公園面積〔28.46ha〕十

平成 27年度
rri! 件 rri/件

（要望＋苦情件数） 〔64件） 3,738.00 3,191.00 

指標の説明 値が大きいほど適正に管理され rri1件 rri1件
（指標式 ） ている

平成 28年度 3,157.00 3,593.00 

平成 29年度 rri/件 mi件
4,447.00 3,594.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 88,377,401 円 決 算 額 93,163,187円
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I. 事業の目的体系

1 事 業 名 公園緑地築造事業 |コート・I01 os 04 J 02 02 -

基 本目標： 目標V 産業が活性化し、快適でいつまでも住み続けたいまち
2 総合計画の
施 策体系 基本施策 • 4 緑豊かなうるおいのあるまちをつくる

施策の展開方向 ： (1)公園・緑地の新規整備及び既存公園の適正な維持管理

Il. (Do)建設事業の内容

1 誰のために（受益者） 地域住民及び公園利用者

2 働きかける相手（対象） 公園施設等

3 どのような状態に
地区住民の利用に供する身近な公園を整備することで、良好な居住環境の形成を図れる。

したいのか（意図）

牛廻間地区計画公園4号（用
工 事・路線名 地取得）

工 事 期 間 平成 27年度～平成 32年度 平成 年度～平成 年度 平成 年度～平成 年度

用地取得 289.55ポ
• 平成27年度取得（土地開発
公社）

全体工事概要 • 公社買戻し (5年償還）

用地取得
4 57. 9ni 

評
（累計144.8rri) 

価 評価年度の実施内容

旦

= に
ど
の 予定全体事業量

289.55ポよ [A] 
う
な 評価年度までの

144.ao m 
ー`

事業 量 [~a] 
と

羹施
事業 量 の進捗率

50% ％ ％ 
[I: a/A] 

し 予定全体直接事業費
23,785,164円た [B] 円 円

の
か 評価 年 度 ま で の

直接事業費 [lb] 
11,937,224円 円 円

事業費の進捗率
50.2% ％ ％ 

[r b/B] 

評価年度の事業量
57.90ポ

[ a ] 

評価年度の
4,763,850円 円 円直接事業 費 [b] 

事業量1単位当たり 82,277円 円 円
直接事業費 [b/a] 

5 直接事業費計 前年度決算額 4,775,663円 I決算額 4.763,850 円
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款 8 土木費 予 算 現 額 161 ,230,000円

項 4 都市計画費 決 算 額 160,154,291 円

目 3 開発事業費 前年度決算額 55,562,970円

対 即• ヽ• 年 比 288.2 % 

I. 事業の目的体系

1 事 棠 名 開発推進事業 I砂 01I os I 04 03 02 I -
基本 目 標 ： 目標V 産業が活性化し、快適でいつまでも住み続けたいまち

2 施総合策計体画の系 基本施策： 3 魅力ある市街地を整備する

施策の展開方向： (2)中心核の形成

n. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 町民、土地区画整理組合、まちづくりを推進する地区の地区内の住民及び権利者

2 働きかける相手（対象） 町民、土地区画整理組合、まちづくりを推進する地区の地区内の住民及び権利者

どのような状態に
経済動向に左右されることなく、時代の変化に合わせた実現性の高い土地利用を展開し、地区

3 したいのか（意図）
を一体的に整備することにより、快適で活気あふれるまちになるようにします。また、集約型都
市構造への転換を目指し、魅力ある「まちの中心核」の形成を図ります。

1 開発事業一般事務事業
(1) 愛知県土地区画整理組合連合会の研修会等に4回参加しました。
(2) 尾東土地区画整理事務研究協議会の研修会等に 3回参加しました。

4 
(3) 公益財団法人愛知県都市整備協会の研修会に 1回参加しました。
(4) まちづくりを円滑に推進するため、県等関係機関との連絡・調整を行うとともに、まちづくりに関する相談

評
に対応しました。

価 (5) 土地区画整理事業地内の建築行為に係る土地区画整理法第76条に基づく許可事務を行いました。

対
2 東郷町まちづくり推進事業象

委
(1) 土地区画整理事業への技術的支援

ア 東郷中央土地区画整理事業

に (7) 組合が開催する総代会、役員会、委員会等の各種会議に出席し、指導• 助言をしました。

ど （イ） 組合が発注する工事等の設計・積算等に対し指導を行いました。

の イ 東郷和合知々釜土地区画整理事業

よ (7) 発起人会に出席し、指導・助言をしました。
う （イ） 組合の設立認可申請に係る享務手続きを行いました。
な （ウ） 組合設立後は、組合が開催する総会、役員会等の各種会議に出席し、指導• 助言をしました。

● 9● 

(2) 社会資本整備総合交付金事業,.._ 

と ア 都市計画道路建設負担金
を 東郷中央土地区画整理組合が施工する都市計画道路名古屋春木線に係る補助金の一部を負担しました。
実 負担額 31,500,000円（町負担割合 2. 25/10) 
施 イ 東郷町土地区画整理事業助成金
し 同要綱に基づき、東郷中央土地区画整理組合に対し助成しました。
た 助成額 100,000,000円
の (3) 東郷町エコまちづくり計画の推進
か 本計画を推進するため、計画に掲げる導入メニューの実現に向けた調査・検討を行うとともに、計画の進捗管

理を行いました。

東郷中央土地区画整理組合の 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 各種会議への出席回数
回 回 個別計画による目標

平成 26年度 14.00 値はありません。
活

冒 東郷中央土地区画整理組合が
平成 27年度

回 回

開催した各種会議や説明会等へ 25.00 
標 指標の説明 の町職員の出席回数 回 回

（指標式）
平成 28年度 60.00 

平成 29年度
回 回

53.00 

事業進捗率 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 ％ ％ 事業計画の年度別資
平成 26年度 0.40 0.40 金計画を目標値としま成

e 東郷中央土地区画整理事業の
平成 27年度

％ ％ した。

事業進捗率 2.70 5.20 

指標の説明
平成 28年度

％ ％ 

（指標式） 累積事業費／総事業費X100 10.90 15.40 

平成 29年度
％ ％ 

33.10 28.30 

7 直接事業費計 前年度決算額 25,040,960 円 決 算 額 131,798,321円
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款 8 土木費 予 算 現 額 469,636,000 円

項 5 下水道費 決 算 額 469,636,000 円

目 1 下水道整備費 前年度決算額 460,549,000 円

対 .月.IJ 年 比 102 % 
事業の目的体系

1. 事 業 名 下水道亭業特別会計繰出金寧業 |コード 01 08 05 01 01 -

基本目標： 目標V 産業が活性化し、快適でいつまでも住み続けたいまち

2. 総施 合計画の
基本施策： 8 安定した水道の供給と下水の的確な処理を進める策体系

施策の展開方向： ., 

ll. (Do)内部事務の内容

: ::::::::~::) I ::::::::: 町民

どのような状態に
東郷町下水道事業特別会計における財源の不足分を一般会計から補い、下水道事業を計画どお

3 り進めます。
したいのか（意図）

下水道事業特別会計繰出金

下水道事業費の財源について、当該事業に充てられる国庫補助金、地方債、受益者負担金、下水道使用料その他

の歳入以外の財源を一般会計から繰り出しました。

4

評
価
対
象
年
度
に
ど
の
よ
う
な

Jとを実施したのか

繰出金額 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

指 標 名 円 円個別計画による目標値平成 26年度
5 474,122,000.00 はありません。

平成 27年度
円 円

活 470,709,000.00 

＇ 
指標の説明

平成 28年度
円 i 円

（指標式） 460,549,000.00 

平成 29年度
円 円

469,636,000.00 

6 直接事業費計 I前年度決算額 460,549,000 円 決 算 額 469,636,000 円
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款 ， 消防費 予 算 現 額 547,470,000 円

項 1 消防費 決 算 額 546,868,000 円

目 1 常備消防費 前年度決算額 546,567,000 円

対 前 年 比 100.1 % 
I. 事業の目的体系

1. 事 業 名 尾三消防組合負担金事業 |コード 01 09 J 01 01 01 1-
基本目標： 目標w安全で環境にやさしいうるおいのあるまち

2. 施総合策計体画の系 基本施策： 1 消防や救急体制、地区の防火体制を強化する

施策の展開方向： (1)消防・救急体制の強化

II. (Do)内部事務の内容

1誰のために（受益者） 1町民、事業所、町内一時滞在者

2 働きかける相手（対象） 尾三消防組合

どのような状態に
3 

したいのか（意図）

消防・ 救急等の消防力の強化を図り、町民の生命、身体、財産を守ります。

尾三消防組合負担金事業
尾三消防組合に対し、負担金を支出しました。

4

評
価
対
象
年
度
に
ど
の
よ
う
な

」とを実施したのか

尾三消防組合負担金額 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

指 標 名 千円 千円個別計画による目標値平成 26年度
5 534,982.00 はありません。

平成 27年度
千円 千円

活 538,264.00 

＇ 
指標の説明

平成 28年度 546,56千7.円00 
千円

（指標式）

平成 29年度
千円 I 千円

546,868.00 

6 直接事業費計 I前年度決算額 546,567,000 円 決 算 額 546,868,000 円
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款 ， 消防費 予 算 現 額 29,948,000 円

項 1 消防費 決 算 額 28,334,300 円

目 2 非常備消防費 前年度決算額 23,105,853 円

対 月~IJ. 年 比 122.6 % 

I. 事業の目的体系

1 事 業 名 消防団運営事業 |コード 01 09 01 I 02 I 01 -

基本 目 標 ： 目標w 安全で環境にやさしいうるおいのあるまち

2 施総合策計体画の系 基本施策： 1 消防や救急体制、地区の防火体制を強化する

施策の展開方向： (2)消防団員の資質向上

Il. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 各種災害の被災者

2 働きかける相手（対象） 消防団員

どのような状態に
消防団員の資質及び機動力の向上を図るとともに、団員を確保し、地域における防災体制を整

3 えます。
したいのか（意図）

1 消防団運営事業
(1) 東郷町消防団の組織（平成29年4月 1日現在）
ア団長 1名、副団長 2名

4 
イ 分団員数 (1) 諸輪分団 33名 （イ）和合分団 22名 （り）傍示本分団 28名 (I)祐福寺分団 24名

（オ）部田分団 24名 （力）白土分団 14名 計145名（団長・副団長を含まない）

評
(2) 会議、研修会等

価
ア 正副分団長会議を毎月 1回開催し、活動内容の確認、出動状況及び情報交換を実施しました。

！ 
イ 6月17日-6月18日に役員県外研修を実施しました。 （研修先福井県）

(3) 各種訓練、点検活動等
ア 4月9日 基本訓練 参加団員42名
イ 6月4日 水防訓練 参加団員39名

に ウ 11月26日 総合防災訓練 参加団員37名

ど エ 12月27日-30日 年末特別警戒（地区全域）

の オ 1月7日 消防出初観閲式 参加団員45名
よ 力 1月21日 文化財保護訓練（白鳥神社） 参加団員37名
う キ 2月25日 林野火災訓練（富士浅間神社） 参加団員42名
な ク 3月11日 町消防団入退団式 入団者7名、退団者3名
し一 ケ毎 月 1回 無線試験及び水出訓練
と コ 5月-6月 消防水利点検（地区及び女性防災クラブと合同で実施）

羹施
サ 9月-11月 消防用ホース耐圧試験

(4) 火災等災害時出動
家屋火災に伴う出動 0件

し 災害に伴う出動 (10月22日 台風21号） 1件 30名
た (5) その他の活動等
の 各地区で開催された防災訓練等に参加協力しました。
か

2 町消防操法大会運営事業
5月28日開催の東郷町消防操法大会に 6分団が出場し、部田分団が優勝しました。

各種訓練実施回数（基本訓練、 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 操法訓練、水防訓練、文化財保
回 回 個別ぁ計画による目標値護訓練、林野火災訓練） 平成 26年度 4.00 は りません。

活

＇ 
消防団全体で実施する各種訓練

平成 27年度
回 回

の回数（ただし、分団個別の訓 4.00 

指標の説明 練、啓発活動、会議を除く。） 回 回

（指標式）
平成 28年度 5.00 

平成 29年度
回 回

5.00 

基本訓練参加率 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 ％ ％ 過去3年間の最高値
平成 26年度 20.00 24.00 

成

e 基本訓練に参加した人数十団
平成 27年度

％ ％ 

長・副団長を含む消防団員数 22.99 22.86 

指標の説明 （各年4月1日現在） X 100 ％ ％ 

（指標式）
平成 28年度 23.17 22.99 

平成 29年度
％ ％ 

28.38 23.17 

7 直接事業費計 前年度決算額 21,878,873 円 決 算 額 27,135,990円
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I. 事業の目的体系

1寧業名 女性防災クラブ運営事業 |コート・l01 l 09 01 02 02 I -
基本目標： 目標lV 安全で環境にやさしいうるおいのあるまち

2総施合策計体画の系 基本施策： 1消防や救急体制、地区の防火体制を強化する

施策の展開方向： (2)消防団員の資質向上

II. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 町民

2 働きかける相手（対象） 女性防災クラブ会員

どのような状態に
防災に関する基礎知識を身につけ、自主防災組織と連携し地域や家庭内から防災意識を向上さ

3 せることで災害時に迅速、適切な対応ができるようにします。
したいのか（意図）

女性防災クラブ運営事業
(1) 東郷町女性防災クラブの組織（平成29年4月1日現在）
ア会 長 1名、副会長 2名

4 
イ 支部会員数 (7)諸輪支部 13名 （イ）和合支部 19名 （り）傍示本支部 20名 (I)祐福寺支部 19名

（オ）部田支部 12名 （力）白土支部 15名 （キ）和合ケ丘支部 16名 （ク）春木台支部 21名

評
（ケ）北山台支部15名 (J)部田山支部 15名 計165名（正副会長含む）

価
(2) 会議、研修会等

対 ア 正副会長及び正副支部長の役員会を年4回開催し、活動内容の確認、情報交換等を実施しました。

i 
イ 6月24日に役員研修会を実施しました。 （研修先 三重県川越火力発電所）

(3) 訓練、講習会等
ア 5月 普通救命講習 147名参加

に イ 5月- 6月 消防水利点検（地区及び消防団と合同で実施）

ど ウ 6月4日 炊き出し訓練（水防訓練） 43名参加

の 工 9月9日 心肺そ生競技会（尾三消防組合主催） 19名参加

よ オ 10月31日 消火競技会（尾三消防組合主催） 11名参加

う 力 11月26日 総合防災訓練 23名参加
な キ 1月7日 消防出初観閲式 132名参加

ー`

(4) その他の活動
と 各地区で開催ブされた防災訓練に参加協力しました。

羹施
(5) 女性防災クラ の各支部運営活動費として助成金を交付しました。

ア諸輪支部 47,800円 イ 和合支部 57,400円 ウ傍示本支部 59,000円
工祐福寺支部 57,400円 オ部田支部 46,200円 力 白土支部 51,000円

し キ和合ケ丘支部 52,600円 ク 春木台支部 60,600円 ケ北山台支部 51,000円
た コ 部田山支部 51,000円 計534.000円
の
か

防災技術取得享業実施回数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 回 回 個別ぁ計画による目標値
平成 26年度 1.00 は りません。

活

＇ 
防災技術取得事業（普通救命講

平成 27年度
回 回

習） 1.00 

指標の説明 回 回

（指標式）
平成 28年度 1.00 

平成 29年度
回 回

1.00 

普通救命講習受講者率 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 ％ ％ 会員全員の参加を目標
平成 26年度 98.15 100.00 とした。成

e 普通救命講習受講者数人数＋ク
平成 27年度

％ ％ (2年に 1回受講）

ラブ会員総数X100 99.38 100.00 

指標の説明
平成 28年度

％ ％ 

（指標式） 98.16 100.00 

平成 29年度
％ ％ 

99.39 100.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 1,226,980 円 決 算 額 1,198,310円
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款 ， 消防費 予 算 現 額 11,457,000 円

項 1 消防費 決 算 額 10,272,547 円

目 3 消防施設費 前年度決算額 2,804,500 円

対 即• ヽ 年 比 366.3 % 

I. 事業の目的体系

1 事 業 名 消防水利設置管理事業 I豆 01 09 01 I 03 I 01 -

基本 目 標 ： 目標w 安全で環境にやさしいうるおいのあるまち

2 総施合策計体画の系 基本 施 策 ： 1 消防や救急体制、地区の防火体制を強化する

施策の展開方向： (3)消防施設の強化

ll. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 被災者

2 働きかける相手（対象） 消防水利

どのような状態に
耐震性貯水槽、消火栓を整備、維持管理して消防力を強化します。

3 
したいのか（意図）

1 消防水利設置事業
(1) 防火水槽、消火栓（地下式、、地上式）の新設、移設、撤去を実施しました
(2) 消防水利標識を交換を実施しました。

4 
(3) 格納箱の交換を実施しました。

評
2 消火栓維持管理事業

価
(1) 消火栓 (468基分）の維持管理負担金を愛知中部水道企業団へ支出しました。

塁
(2) 備品を購入しました。 （格納庫 1基、ホース30本）

年
【参考】度

に 消防水利の状況（平成30年3月末現在）

ど 防火水槽蓋有 125基（うち耐震性貯水槽 22基）

の 芸プnn細ー"" ル 7基

よ 10か所

う 消火栓 65ミリ地下式 271基
な 65ミリ地上式 8基

―̀ 

40ミリ地下式 3基
と 40ミリ地上式 184基（格納箱併設 筒先 1個 ・40ミリホース 2本・金具 1個）
を 計 608基（所）

塁
し
た
の
か

消防水利整備基数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 基 基 個別計画による目標値
平成 26年度 0.00 はありません。

活

信
耐震性貯水槽設置数十防火水槽

平成 27年度
基 基

蓋設置数十消火栓設置数十消防 1.00 
標 指標の説明 水利修繕数 基 基

（指標式）
平成 28年度 0.00 

平成 29年度
基 基

3.00 

消防水利の総数（池、河川含ま 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 ず。）
基 基 前年度末設置数

平成 26年度 614.00 616.00 
成

』 平成 27年度
基 基

612.00 614.00 

指標の説明
平成 28年度

基 基

（指標式） 614.00 612.00 

平成 29年度
基 基

608.00 614.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 2,804,500 円 決 算 額 10,272,547円
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款 I 
， 消防費 予 算 現 額 1,904,000 円

項 1 消防費 決 算 額 1,112,251 円

目 4 防災啓発費 前年度決算額 2,114,717 円

対 ~ 月IJ 年 比 52.6 % 

I. 事業の目的体系

1 寧 業 名 防災啓発事業 |コード 01 I 09 I 01 04 01 I -
基本 目 標 ： 目標W 安全で環境にやさしいうるおいのあるまち

2 施総合計画の
策体系

基本施策： 3 災害に強いまちをつくる

施策の展開方向： (2)防災訓練の実施

II. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 町民

2 働きかける相手（対象） 自主防災組織、町民

どのような状態に
各自主防災組織を中心に災害時の緊急対応力を強化するとともに、町民の防災意識を高めま

3 す。
したいのか（意図）

防災啓発事業
自主防災組織の育成及び防災訓練などの各種活動を支援しました。
(1) 自主防災組織の数 17団体

4 
(2) 自主防災組織等の活動

各地区及び自主防災組織の17団体において、年 1回程度、初期消火、避難、情報伝達などの防災訓練を実施

評
しました。

(3) 自主防災組織活動助成金
価

自主防災組織の活動に対する助成金50,000円を11地区、 3,021円を 1地区に交付しました。

塁 ア傍示本 3,021円

年 イ 諸輪、部田、白土、和合ケ丘、御岳、西白土、北山台、押草団地北、押草団地南、部田山、清水

度 各50,000円

に 計553,021円

ど (4) 11月26日に東郷町総合防災訓練を音貝小学校で実施しました。 （参加者約400人）

の (5) 防災啓発品として緊急用給水バッグを300個購入し、総合防災訓練にて配布しました。

よ また、携帯トイレを1,020個購入し、地区の防災訓練時に配布しました。
う (6) 家具転倒防止器具取付事業として、 65歳以上の高齢者のみの世帯等に対して、家具の転倒を防止するため、
な 金具の取付を行いました。 （申請世帯数41世帯）
.... 
と

施羹
し
た
の
か

自主防災組織数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 地区 地区 個別計画による目標値
平成 26年度 16.00 はありません。

活

＇ 
平成 27年度

地区 地区
16.00 

指標の説明 地区 地区

（指標式）
平成 28年度 17.00 

平成 29年度
地区 地区
17.00 

防災訓練を実施した自主防災組 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 織及び自治会数
件 件 訓練実施地区を17地区

平成 26年度 17.00 17.00 全部とした。成

雷 平成 27年度
件 件

17.00 17.00 
標 指標の説明 件 件

（指標式）
平成 28年度 17.00 17.00 

平成 29年度
件 件

17.00 17.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 2,114,717 円 決 算 額 1,112,251円
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款 ， 消防費 予 算 現 額 28.422,679 円

項 1 消防費 決 算 額 26,347,990 円

目 5 災害対策費 前年度決算額 21,632,435 円

対 ~ 即 年 比 121.8 % 

I. 事業の目的体系

1 事 業 名 災害対策事業 |コ—ド 01 09 01 I 05 I 01 I -
基本 目 標 ： 目標IV安全で環境にやさしいうるおいのあるまち

2 総合計体画の
施策 系

基 本施策 ： 3 災害に強いまちをつくる

施策の展開方向： (3)災害活動拠点の整備

Il. (Do)一般事業の内容

1 誰のために（受益者） 被災者

2 働きかける相手（対象） 町民、職員、防災資機材

どのような状態に
防災計画に基づく職員非常配備体制を整えるとともに、災害時の備蓄品、災害用資機材を充実

3 します。
したいのか（意図）

1 災害対策職員給与関係事業
(1) 7月4日 台風3号の接近に伴い、第 1非常配備を執り、 6名の職員が警戒に当たりました。
(2) 8月7日 台風5号の接近に伴い、第2非常配備を執り、事務局及び 1個班を招集し警戒に当たりました。

4 
(3) 8月11日 大雨に伴い、第2非常配備を執り、事務局及び 1個班を招集し警戒に当たりました。
(4) 9月17日 台風18号の接近に伴い、第2非常配備を執り、事務局及び 1個班を招集し警戒に当たりました。

評
(5) 10月22日 台風21号の接近に伴い、第 2非常配備を執り、事務局及び 1個班を招集し警戒に当たりました。

価
2 災害対策事業

! (1) 災害用備蓄品を購入し、防災倉庫において備蓄しました。
飲料水 (2Lペットボトル） 1,470本、飲料水 (500mlペットポトル） 216本、ライスクッキー2,400食、アル
ファ米（わかめ・山菜おこわ• 田舎ごはん）計3,950食、粉ミルク（アレルギー対応850g) 56缶

に (2) 3月20日に東郷町防災会議校を開催し、地域防災計画を見直しました。

ど (3) 指定避難所となる東郷小学 、諸輪小学校に防災倉庫及び資機材を整備しました。

の
防災無線整備事業よ 3 

う 全国瞬時警報システム (J-ALERT)の保守点検を年2回 (4月、 11月）実施しました。
な
'- 4 職員訓練等
と (1) 6月19日-23日 メール参集訓練（参加人数 177名）

羹施
災害発生時の円滑な参集を目指すことを目的として実施しました。

(2) 9月20日 HUG  (避難所運営ゲーム）訓練（参加人数 38名）
避難所での生活や出来事を模擬体験し、避難所の運営や役割に対する理解を深めるために訓練を実施しまし

し た。
た (3) 2月4日 参集訓練（参加人数 107名）
の 休日など勤務時間外に大規模な地震が発生した場合、職員が町役場等へ参集し、的確に初動対応業務等が行う
か ことができるか検証するため、役場から 9km圏内の職員を対象に伝達訓練、参集訓練、災害対策運用訓練、個別

訓練等を実施しました。

災害対策本部設置回数 年 度 実績値 個別計画、指針等による目標値

5 指 標 名 回 回 個別ぁ計画による目標値
平成 26年度 5.00 は りません。

活

＇ 
平成 27年度

回 回
3.00 

指標の説明 回 回

（指標式）
平成 28年度 2.00 

平成 29年度
回 回

5.00 

備蓄整備計画に基づき町で確保 年 度 実績値 目標値 目標値の設定方法

6 指 標 名 する非常備蓄食糧数
食 食 H27-

平成 26年度 16,000.00 13,800.00 過去地震最大モデルに成

e 各年度末の総備蓄食糧数（昼
平成 27年度

食 食 よる想定避難者数 (1

食• 夕食用のアルファ米食数） 18,650.00 18,400.00 日目600人、 2、3日目

指標の説明 （高齢者用のお粥、朝食用のク
平成 28年度

食 食 4,300人） X2食

（指標式） ラッカーは含めない。） 21,450.00 18,400.00 

平成 29年度
食 食

25,400.00 18,400.00 

7 直接事業費計 前年度決算額 21,632,435 円 決 算 額 26,347.990円
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